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【報告書内の表記について】 

・参加者数に当団体の職員は含んでいません（注釈のある場合を除く）。 

・当団体の会員とは、当団体で活動するボランティアの市民を意味しています。 

・「３．管理運営業務の実施状況」内の丸番号は、事業計画時の丸番号と一致しています。 

 そのため、事業計画に記載のなかった内容は、○としています。 

・当団体の会計報告は、NPO 法の改正に伴い、活動決算書（活動計算書）となっていますが、指

定管理業務の経費の収支状況は、表題から当団体の活動計算書と意味が異なるため、収支決算書

と記載しています。 
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１．基本的な考え方 

●施設の設置目的との整理について 

環境交流センター（以下、「センター」という。）の設置目的は、「豊中市立環境交流センター条例」（以

下、「センター条例」という。）において、以下のように記載されています。 

 

豊中市立環境交流センター条例 

（設置） 

第 1 条 

 地球環境保全、環境への配慮、資源・エネルギーの有効活用及び廃棄物の減量に関し、活動のための

交流の場や情報の提供等を行い、環境に配慮した生活又は行動を促進し、地球温暖化の防止に資すると

ともに、循環型社会の形成を図るため、豊中市に環境交流センターを設置する。 

 

 すなわち、「地球環境保全、環境への配慮、資源・エネルギーの有効活用及び廃棄物の減量」という

テーマについて、「活動のための交流の場や情報の提供等」を通して、「環境に配慮した生活又は行動を

促進」「地球温暖化の防止に資する」「循環型社会の形成を図る」といった成果が求められています。 

 センター条例の上位には「豊中市環境基本条例」があり、「豊中市環境基本条例」を根拠として、「豊

中市環境基本計画」、および“地球環境を守る市民・事業者・行政の行動計画「豊中アジェンダ 21」”（ロ

ーカルアジェンダ 21）が策定・推進されており、両計画は環境目標等を共有していることから、車の両

輪のように位置付けられています。センター条例に掲げられているテーマや成果は、「豊中市環境基本

計画」に基づいていることから、市民・事業者がセンターの取組みに参加・実施することは、「豊中ア

ジェンダ 21」の推進でもあると言えます。指定管理者である特定非営利活動法人とよなか市民環境会議

アジェンダ 21（以下、「当団体」という。）は、「豊中アジェンダ 21」の推進組織として、当団体の強み

（ノウハウやネットワーク等）を活かして、「第 3 次豊中市環境基本計画（改定）」と「第 3 次豊中アジ

ェンダ 21 改定版」が共有する「望ましい環境都市像」の実現、および「豊中アジェンダ 21」の 66 項

目の行動提案の達成をめざして、センターを管理・運営していくものです。 

 

●各期のビジョンについて 

 センターの第 1 期（2013～2017 年度）では、「種をまく」というビジョンを掲げました。旧リサイク

ル交流センターの利用者が少なかったことから、まずはセンターに親しみを持ってもらい、多くの人に

来てもらうことをめざして、「ファンクラブ制度」「陶器のとりかえ」などの新たな取組みを実施しまし

た。これらの取組みを通して、第 1 期で掲げられた「来館者数」の最高サービス水準（12,000 人）を超

える来館者を獲得することができました。 

 センターの第 2 期（2018～2022 年度）では、「芽が出る」というビジョンを掲げました。センターを

利用する人が環境への理解を深め、地域で活動が実践されることをめざして、「ちょっとロハスな映画

祭」「親子ぐるぐるフェス」などの新たな取組みを実施しました。新型コロナウイルス感染症の影響も

あったものの、第 1 期ではなかった新たなセンター利用者も得て、第 2 期で掲げられた「来館者数」の

最高サービス水準（18,000 人）を超える来館者を獲得することができました。 

 センターの第 3 期（2023～2027 年度）では、「芽を育てながら新しい種をまく」というビジョンを掲

げました。第 1 期・第 2 期を発展させる取組み（芽を育てる）と、新たな広がりを作る取組み（新しい

種をまく）の両方を見すえて実施することとし、前者は環境への理解を深め、地域で活動が実践される

取組みを拡充するため、「地元を極め隊」「わっぱるの森で自然体験」などの新たな取組みを実施しまし

た。後者はセンター外も含めた新しい利用者を広げていくことや主体的に取組みに関わる担い手を広げ

ていくため、「子ども服のリユース」「陶器の出張回収」などの新たな取組みを実施しました。 

 また、第 1 期・第 2 期の取組みを重ねていく中で、設置目的に書かれた「地球温暖化の防止に資する」
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「循環型社会の形成を図る」成果をどのように評価するのかという問いが当団体の中で出てきています。

そこで、センターのさらなる発展に向けて、「子ども服のリユース」などの一部の取組みで、事業の成

果を数値化するといった「見える化」も実施しました。 

 

●センターの現状と課題 

 センターの第 3 期（2023～2027 年度）のビジョン「芽を育てながら新しい種をまく」をもとに、2025

年度までの 3 年間の運営等を行ってきました。第 1 期・第 2 期を発展させる取組み（芽を育てる）の成

果として、「ぴったんこ隊 mini」などの取組みでは、対象となる小学生の環境学習だけでなく、一緒に

実施している大阪大学環境サークル GECSの育成という視点も含めて実施することにより、大学生が代

替わりしながらもうまく前の活動を積み上げながら継続できるようになってきています。また、2024

年度に実施した「ちゃんぷる屋台村」などを通して、市内の環境団体・市民公益活動団体などの交流・

連携の機会となり、団体側から翌年度以降も参加の問合せが来るほどの高いニーズも得ることができま

した。 

その一方で、第 1 期・第 2 期にファンクラブメンバーとしてセンターの取組みに参加・協力を得てい

た来館者に、第 3 期ではセンターにより関わることでステップアップしてもらう想定がありましたが、

本人の家庭や年齢、健康等の理由から継続しての参加が難しくなり、ステップアップには至っていませ

ん。また、センターの取組みを通して連携していた団体等の中には、団体側の状況により活動を縮小・

休止するといった例が増えつつあり、連携のステップアップという点でも難しいことがわかってきてい

ます。 

新たな広がりを作る取組み（新しい種をまく）の成果としては、「子ども服リユース」の取組みなど

の実施により、センター外での取組みへの参加機会を増やすことができました。これにより、センター

外での新たな利用者の拡大につながるとともに、子ども服リユースの参加者が子ども服のボランティア

に参加するといった新たな担い手にも広がりつつあります。また、「ちょっとロハスな映画祭」「とよな

かシネコン」では、連携団体が活動を継続できなくなると後任の団体へと引き継ぐ流れができており、

2025 年度から 3 代目の団体となったものの、各団体の特色を生かしながら、取組みの継続に至ってい

ます。 

 第 3 期の開始当初は、第 2 期を踏まえた第 3 期のステップアップをイメージしていたものの、これま

での前述の経過からも、期ごとに順序だててステップアップすることが、必ずしも「芽を育てる」こと

につながっているわけではないことがわかってきました。また、第 3 期の当初に当団体が考えた、成果

の「見える化」について、子ども服リユースでは環境省のモデル事業に採択され、モデル事業を通して

資源循環や地球温暖化防止に対する成果を数値化することができた一方で、第 4 期以降に向けて、第 3

期でどこまで達成するかという、第 3 期の数値的なゴール設定が必要であることがわかってきました。 
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２．2025年度の結果概要 

●評価指標の結果 

 センターの評価指標について、第 3 期は利用者数（センターの来館者数＋センター外での行事等の参

加者数＋オンラインでの行事等の参加者数）と稼働率で、確保すべきサービスレベルは 17,000人と 44％、

最高評価サービスレベルは 25,500 人と 66％です。 

 2025 年度の利用者数は 23,486 人で、確保すべきサービスレベルを大きく上回っていますが、2024

年度の 24,044 人より 558 人減少しました。内訳は、来館者数が 19,027 人、センター外での行事等の参

加者数 4,459 人、オンラインでの行事等の参加者数 0 人（実施なし）で、2024 年度と比べると来館者

数が 1,054 人増加した一方で、行事等の参加者数は 1,612 人減少しました。 

 2025 年度の稼働率は 58.7％で、確保すべきサービスレベルを大きく上回っていますが、2024 年度の

62.6％より減少しました。内訳は、会議室１（68.7％→55.2％）・会議室２（52.4％→53.6％）・展示ス

ペース（66.8％→67.2％）となっており、会議室１の利用が 13％以上も減少しました。 

 

●取組みの範囲 

2025 年度の取組みを通して実施した「第 3 次豊中アジェンダ 21 改定版」の取組み数は以下の通りで

す。 

望ましい環境都市像 行動提案数 実施数 

市民参加・協働 7 項目 5 項目 

人にやさしい 4 項目 3 項目 

まちづくり 5 項目 3 項目 

環境学習・環境教育 3 項目 2 項目 

地球環境 3 項目 3 項目 

エネルギー 4 項目 4 項目 

交通 8 項目 0 項目 

省資源・循環型社会 8 項目 6 項目 

食・農 5 項目 5 項目 

自然との共生 10 項目 10 項目 

歴史・文化 3 項目 2 項目 

音・水・大気 6 項目 2 項目 

合計 66 項目 45 項目 

 

●2025 年度に注力したこと 

 施設の管理運営では、来館者がより気軽にセンターを利用しやすくなることをめざして、ポイントカ

ードのデザイン変更、エコゲームの貸出しの再開、センター内の表示物の作成やデザインの統一化に取

組みました。 

 行事等の事業の実施では、主体的なアクションを行った人数を増やしていくこと（芽を育てる）と、

新たな参加者を増やして広がりを作っていくこと（新しい種をまく）をめざして、いずれの事業におい

ても広報活動を中心に取り組みました。その結果、えこっ子フリマの出店者や陶器の出張回収などで多

くの参加や広がりを作ることができました。また、2024 年度までに一定の参加者が確保できていた子

どもを対象とした行事（ぴったんこ隊、子ども電気博士になろう、わっぱるの森で自然体験など）では

引き続き多くの参加者を得ることができました。その一方で、参加者の拡充に至らなかった行事（リユ

ースバザー、ちょっとロハスな映画祭、自然環境の保全活動（猪名川自然林）など）は、2026 年度以

降も引き続き広報活動に注力していきます。 
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 また、2025 年度は 2024 年度に引き続き環境省の「使用済衣類回収のシステム構築に関するモデル実

証事業」に採択され、同事業も活用しながら、豊中市内での子ども服リユースの広がりを作ることがで

きました。 
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３．施設の維持管理・運営体制 

（１）施設概要 

・施設名  豊中市立環境交流センター 

・所在地  豊中市中桜塚 1 丁目 24 番 20 号 

・施設規模 床面積 658.97 ㎡ 

・開館時間 9 時～17 時 

・休館日  毎週月曜日（月曜日が祝日の場合は翌日） 

12 月 29 日～1 月 3 日 

・貸室区分 9 時～12 時、13 時～17 時 

・受付開始 目的利用：使用日 3 ヵ月前の月の初日から先着順（初日が休館日の場合は翌日から） 

       目的外利用：使用日１ヵ月前の月の初日から先着順（初日が休館日の場合は翌日から） 

・貸室   会議室１、会議室２、展示スペース（会議室１は ABC の 3 つに分けることができる） 

 

（２）開館日数 

月 4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月  

日数 26 日 27 日 25 日 27 日 27 日 25 日  

月 10 月 11 月 12 月 1 月 2 月 3 月 合計 

日数 27 日 26 日 24 日 24 日 24 日 26 日 308 日 

 

（３）運営体制 

①職員 

2025 年度は 5 人の職員体制でセンターの運営にあたりました。内訳は、総括責任者 1 人、職務代理

者 3 人（以上 4 人が常勤）、非常勤職員 1 人です。なお、総括責任者は現場の管理監督者として、職務

代理者のうち 1 人は育児短時間を取得しての勤務でした。 

この他に、センターへの勤務を要しないアルバイト職員 3 人が、在宅での SNS 発信やイベント時の

サポートなどを行いました。 

 

②担当理事 

 センターの運営と当団体の活動がうまくリンクするため、および、運営に関する当団体の意思決定を

円滑に進めるため、当団体理事の中から担当理事 5 人（理事職の総括責任者含む）を選出し、担当理事

会を 2 回開催しました。 

月日 1 月 15 日（木） 1 月 29 日（木） 

参加者数 5 人 5 人 

 

③研修の実施 

 職員の能力向上、および施設運営に必要な知識を得るため、当法人で策定した人材育成基本方針等に

基づき研修の参加・実施を行いました。 

日時 内容 会場 研修の種類 参加者数 

8 月 15 日（金）

～9 月 9 日（火） 

令和 7 年度人権問題事業者学習

会（録画配信の WEB 視聴） 
オンライン 

人権に関する研

修 
5 人 

12 月 3 日（水）

13:00～16:15 

防火管理者のための消防訓練研

修会 
豊中市消防局 基礎的な研修 1 人 

 



-7- 

12 月 14 日（日）

17:30～19:00 
消防訓練 環境交流センター 基礎的な研修 5 人 

12 月 19 日（金）

10:00～12:00 
普通救命講習 新千里消防署 基礎的な研修 1 人 

3 月 8 日（日）

17:30～18:30 
消防訓練 環境交流センター 基礎的な研修 5 人 

3 月 8 日（日）

18:30～19:15 
普通救命講習（内容等の共有） 環境交流センター 基礎的な研修 5 人 

合計 7 回 22 人 

※センター運営にあたった当団体職員のうちの参加人数 

 

（参考）研修の種類別の実施回数・人数 

種類 回数 延べ人数 

（１）人権に関する研修 1 回 5 人 

（２）基礎的な研修 5 回 17 人 

（３）専門的な研修 0 回 0 人 

（４）自主的に受講する研修 0 回 0 人 

（５）資格取得に関する研修 0 回 0 人 

合計 6 回 22 人 

 

④職員面談 

次年度の職員体制に向けて、職員の勤務状況や現状の課題などを確認するため、当団体の理事長との

個別面談を実施しました。 

実施期間：3 月 17 日（火）～19 日（木） 

 

（４）運営会議 

 業務の状況報告やモニタリング、管理運営の検討などを行うため、当団体職員とゼロカーボンシティ

推進課による運営会議を環境交流センター、またはオンラインにて毎月実施しました。 

月日 4 月 15 日（火） 5 月 21 日（水） 6 月 12 日（木） 7 月 17 日（木） 

当団体 2 人 2 人 2 人 2 人 

市 2 人 2 人 2 人 2 人 

月日 8 月 14 日（木） 9 月 17 日（水） 10 月 31 日（金） 12 月 3 日（水） 

当団体 2 人 2 人 2 人 2 人 

市 4 人 4 人 2 人 2 人 

月日 12 月 17 日（水） 1 月 14 日（水） 2 月 17 日（火） 3 月 13 日（金） 

当団体 2 人 2 人 2 人 2 人 

市 2 人 1 人 2 人 1 人 
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（５）来館者アンケート 

施設利用者に対するサービス改善、および指定管理者のモニタリング事項として、来館者アンケート

を実施しました。結果については、別途提出した報告書の通りです。 

・期 間：2 月 5 日（木）～28 日（土） 

・対 象：センターに来館した高校生以上の方 

 ・回収数：96 枚（目標数 100 枚） 

 ・実施方法：受付への設置、および来館者への配布 

 ・その他：回答者の中から抽選で 10 人に図書カード（500 円）を進呈 

      2025 年度は中学生以下を対象とした簡易なこどもアンケートは実施せず 

 

（６）設備点検・維持、および修繕 

①設備の点検・維持（定期） 

 ・床のワックスがけ（年 3 回） 

 ・床のワックス剥離（年 1 回）…会議室 2、図書・資料室、事務室、給湯室を実施 

 ・空調設備の点検（年 4 回）…業者による点検 2 回、職員による簡易点検 2 回 

 ・自動扉の点検（年 4 回） 

 ・消防設備の点検（年 2 回）…ただし、1 月に 9 月実施分の追加確認を実施 

 ・屋根上の点検（年 2 回）…空調設備の簡易点検とあわせて実施 

 

②設備や備品の修繕・追加 

月日 内容 

9 月 16 日（火） 男子トイレ水栓修繕 

3 月 27 日（金） 駐輪場側鉄扉建付け修繕 

 

③施設の維持 

月日 内容 

4 月 17 日（木） 屋根上の雨といの掃除 

9 月 20 日（土） 施設前のタイル清掃 

9 月 22 日（月） 裏庭の草抜きと枝の剪定 

9 月 29 日（月） 裏庭の草抜きと枝の剪定 

 

④その他 

月日 内容 備考 

2 月 10 日（木） 

空調機器の運転中に事務室のリモコン

にエラー表示を確認したため、施設内

のすべてのリモコンを運転・確認した

ところ、氷蓄熱系統のすべてにエラー

表示があることを確認。 

2 月 15 日（火）に空調機器の定期点検の

業者が確認を行い、室外機の基板等の不

良が原因と判明。空調機器の使用はでき

るが、氷蓄熱のタイマーなどが適切に動

作しておらず、本来であれば深夜電力を

利用することで電気代を抑制していると

ころができていない可能性がある。 
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（７）安全管理対策の状況 

①安全管理マニュアル 

当団体の職員、および会員が生命身体に危険を及ぼす可能性のある作業を行う際の留意事項をまとめ

た「安全管理マニュアル」を作成・提出しました。同マニュアルは、当団体の職員全員、および該当す

る会員に配布するともに、事務室や倉庫などの目立つ場所に掲示しました。 

 

②緊急時のマニュアル 

 センターの管理運営マニュアルを整備・運用しており、その中に急病・けが、交通事故、地震、不審

者・不審物、火災、警報といった緊急時の対応をまとめた項目を整備しています。 

 豊中市が実施する指定管理者選定評価委員会による指摘を受けて、熱中症の項目を追加するとともに、

緊急時の対応の一部を見直しました。 

なお、2025 年度は緊急時の対応はありませんでした。 

 

③賠償責任保険、行事保険 

 センターの来館者への責任を果たすため、賠償責任保険に加入しました。また、屋外で実施するイベ

ントのうち、参加者が負傷する可能性があると思われる行事に対し、行事保険に加入しました。 

 なお、2025 年度中はいずれの保険も執行はありませんでした。 

 

（８）表彰 

3 月 6 日（金）に豊中市消防局にて開催された「令和 8 年消防記念日表彰式」にて、「防火管理者と

して法令を遵守し、防火対象物の安全管理に尽くされた」として、環境交流センターの防火管理者が「優

良防火管理者表彰」（北消防署長表彰）を受賞しました。 

 

（９）クレーム・課題点 

 センターの運営の中で、確認された課題点について、適切に対応・改善しています。なお、2025 年

度は特筆すべきクレームはありませんでした。 

 

（１０）その他 

①環境交流センターに停めている自転車のタイヤの空気が抜かれた 

月日 内容 対応 

10 月 24 日（金） 

指定管理者では、以前に市からリユース自転車を提供し

てもらい、センターの業務等で使用しており、現在は 1

台を駐輪場に停めている。10 月 24 日に職員が利用しよ

うとした際、前輪・後輪ともにタイヤの空気を入れる場

所の虫ゴムが抜かれて、空気がまったく入っていない状

態であった。センターで過去にタイヤの修理を行った際

の部品が残っており、それを活用して元の状態に戻すこ

とができた。今回は修理に費用がかかっていないため、

警察への被害届等の提出は行わなかった。 

10 月 31 日の運営会議

にてゼロカーボンシテ

ィ推進課へ報告した。 
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②警察からの要請に対する協力 

月日 内容 

4 月 18 日（金） 住之江警察署から捜査関連で防犯カメラの映像確認の依頼があった。 

12 月 3 日（水） 

4 日（木） 

12 月 3 日の開館前にセンター前の道路の向こう側で交通事故が発生し、豊中警察

署から防犯カメラの映像確認の依頼があった。 

 

③施設周辺や集いの広場に関する対応等 

月日 内容 対応 

5 月 13 日（火） 

14 日（水） 

センターから北側に少し離れた高架下にある「ふれあい

の広場」について、5 月 13 日（火）と 14 日（水）にそ

れぞれ別の市民から異なる内容が寄せられた。いずれも

センターに対処を求められたため、職員から来られた市

民に対して、センターの管理している広場でないこと、

後で確認をした後にしかるべき部署へ連絡しておくこ

とを伝えた。 

現地の状況を確認した

後、ゼロカーボンシティ

推進課へ報告した。 

6 月 3 日（火） 

大雨により駐輪場付近の歩道と道路が冠水したことに

ついて、通りがかりの市民 2 人からセンターへ改善の要

望があった。1 人は、道路の冠水に関してはセンターの

管理でないが、後でしかるべき部署へ連絡する旨を伝え

ても最後まで納得せず、もう 1 人は通過したタクシーに

泥はねされたことをセンターに対して苦情を寄せたも

のであった。 

ゼロカーボンシティ推進

課に報告し、連絡を受け

た維持修繕課が雨水桝に

ひっかかっているごみ等

を除去した。 

12 月 3 日（水） 

朝、センター前の道路の向こう側で交通事故があったよ

うで、最初の職員がセンターへ到着した時点で、座り込

んでいる男性がおり、救急車が到着していた。センター

の開館作業中に救急隊の方から、搬送する人が乗ってい

た自転車をセンターの駐輪場に置かせてほしい旨の依

頼があった。 

搬送される人の自転車を

一時的に駐輪場で預かる

とともに、月次報告書に

経過を記載して提出し

た。 

 

（１１）指定管理者選定評価委員会への対応 

 豊中市が実施する指定管理者選定評価委員会に対して、以下の対応を行いました。 

月日 内容 

7 月 1 日（火） 提出が必要な書類やスケジュール等について、豊中市から説明を受ける 

7 月 8 日（火） 書類審査のため必要な書類（第 1 弾）を豊中市へ提出 

7 月 15 日（火） 書類審査のため必要な書類（第 2 弾）を豊中市へ提出 

7 月 23 日（水） 社会保険労務士による事前確認に対して、労務書類の提示 

9 月 30 日（火） 面接審査でのプレゼンテーション、質疑応答 

11 月 18 日（火） 評価結果報告書について、豊中市から説明を受ける 

1 月 22 日（木） 評価結果報告書を受けた対応について、豊中市と打合せ 

2 月 6 日（金） 評価結果報告書を受けた対応について、豊中市と打合せ 

2 月 12 日（木） 評価結果報告書を受けた対応について、豊中市と打合せ 

3 月 31 日（水） 評価結果報告書の「改善すべき点」について対応を完了 
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４．管理運営業務の実施状況 

（１）地球環境の保全等に関する活動のための交流の場の提供 

 センター条例により、センターを活動のための交流の場とすることで、「環境に配慮した生活又は行

動を促進」「地球温暖化の防止に資する」「循環型社会の形成を図る」ことが求められています。当団体

がセンターで想定する交流の場は、「多くの市民が誰でも気軽に訪れ、交流し、共に考えることができ

て、地域における環境の拠点となること」です。環境のことに関心がなかった市民にとっては、交流の

場が最初に触れたり・感じたりする入口となり、楽しく気軽に参加・取り組みできることが、環境に配

慮した生活への第一歩へとつながっていきます。 

 交流の場の取組みとしては、個人や団体が日常的に利用できる取り組み（陶器とりかえコーナー、子

ども服リユースの常設拠点など）、申込み等が必要だがいつでも利用できる取組み（不用品交換コミュ

ニティボード）、予約等も不要でいきなり参加できるイベント（リユースバザー、おもちゃ病院など）、

申込みが必要だが気軽に参加できるイベント（自然工作、ロハスな映画の上映など）といったさまざま

な形で市民がセンターと関わり、交流をはかることができるようにしました。 

また、展示スペースの貸室利用がない時は、「交流フロア」（フリースペース）として利用者に自由に

場を提供することで、例えば、友人同士が交流を深めるために場を利用する、センターへ遊びに来た異

年齢の子ども同士が一緒に遊ぶ、キッズスペースを利用する若い親子と年配の利用者が雑談をするなど、

多様な年代、多様な価値観を持つ人が利用し、交流が生まれていくことを促進しました。 

 

事業名 ①フリースペース・キッズコーナー 

関連する行動提案 ３ 

内容の説明 

展示スペースにて、貸室利用がない時に予約なしにテーブルやいすを利用できるフリ

ースペースと、未就学児の子どもが靴を脱いで遊べるスペース（キッズコーナー）を

設けました。 

当団体の強み ・ツバメのねぐらの情報など、アジェンダ活動に関する情報を掲示できます。 

実施状況 

フリースペースでは休憩や自習、打合せ等の利用が、キッズコーナーは未就学児を連

れた親子や小学生等の利用がありました。キッズコーナーは、イベント開催時に子ど

も連れの参加者が休憩に活用している姿も見られました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

成果や工夫した

こと 

利用者がセンターのイベント情報等を得やすいように、掲示物の見直しを行い、キッ

ズコーナーの壁に、子ども服リユースをはじめとする子どもや保護者向けのイベント

のポスター掲示を開始しました。 
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課題や今後の 

方向性 

・フリースペースは場所の利用だけになってしまっているため、利用者が自然にセン

ター内の事業に関心を持つことができるような仕掛けについて検討・実施します。 

・フリースペースやキッズコーナーが、誰でも利用できる場所であることを、施設の

外からもわかるような表示等を検討・実施します。 

 

 



-13- 

 

事業名 ②ポイントカードの配布 

関連する行動提案 ３・１０・２１・２６・３７・４６ 

内容の説明 

センターを利用してもらうためのツールとして、来館者（小学生以上）を対象にポイ

ントカードを配布しました。センターの利用や行事の参加などに応じてポイントを付

与し、ポイントが貯まれば景品を進呈しました。 

2024 年度にポイントを付与する内容等の見直しを行い、2025 年度からはカードのデ

ザインを更新し、見直した内容で運用を行いました。また、内容の見直しの一環とし

て、新型コロナウイルス感染症の流行以前に実施していたエコゲーム（電源を使わな

いボードゲームなど）のセンター内での貸出しを再開しました。 

当団体の強み 

・当団体の活動で製作している竹炭のサンプルや、機密書類リサイクルで購入してい

るトイレットペーパーなどを景品とし、ポイントカードの取組みを通してアジェン

ダ活動を知ってもらう機会となります。 

実施状況 

カードのデザインを更新するとともに、2025 年度は以下の取組みに対してポイント

付与を行いました。 

・対象の行事に参加する 

・対象の回収物を持参する（陶器の食器、子ども服、ペットボトル、小型家電等） 

・展示のアンケートに回答する（不定期実施） 

・図書の貸出し利用 

・対象の商品を購入する【大人のみ】（とよっぴー、竹炭、一部の飲料等） 

 ・SNS の拡散【大人のみ】（センターの SNSのフォローと拡散） 

 ・エコゲームで遊ぶ【子どものみ】 

 ・学習する【子どものみ】（学習シートをする、図書・資料室の図書を読む等） 

 ・友達を紹介する【子どものみ】 

 

 

 

 

 

 

 

 

交換できる景品は以下の通りとしました。 

 ・窓口で販売しているクッキー1 つ（小サイズ） 

 ・館内で販売している飲料 1 つ 

 ・豊中市指定ごみ袋セット 

 ・トイレットペーパー1 巻 

 ・竹炭のサンプル 1 つ 

2025 年度の景品交換数は 52 件で、2024 年度の 59 件と概ね同程度でした。 

 

また、エコゲームは 11 種類の貸出しを行い、年間で 9 種類 41 件の貸出しがありまし

た。以前に実施していた 2019 年度は年間で 156 件の貸出しがあったため、そこまで

の利用には至っていません。 
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成果や工夫した

こと 

・エコゲームの再開にあたり、掲示物を作成してフリースペースに掲示したところ、

掲示を見た小学生の友達同士や親子の利用へとつながりました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・ポイントカードの PR のため、ポスターを作成して受付近くに掲示しました。掲示

を見てポイントカードを新規に作成される方が増えました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

課題や今後の 

方向性 

・ポイントカードの表示は受付付近にしか掲示していないため、より多くの来館者に

ポイントカードを利用してもらうことができるよう、フリースペースなど館内にも

広く掲示を行っていきます。 

・子ども用ポイントカードの利用・新規作成が少ないため、小学生への PR について

も検討します。 
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事業名 ③陶器とりかえコーナー 

関連する行動提案 ３・１０・２２・３６ 

内容の説明 
家庭で使わなくなった陶器を回収・展示し、希望する来館者が自由に持ち帰ることが

できるようにしました。 

当団体の強み 
・環境交流センターとなってからも、赤ちゃんからの ESD とのつながりの中で取組

みを継続して現在に至ります。 

実施状況 

取り扱っている陶器についての説明をよりわかりやすくするため、ガラス面に掲示し

ている表示を一新しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

成果や工夫した

こと 

・回収した陶器をすぐに展示したり、スペースが空いたら並べきれずに保管していた

陶器を展示するなどして、外から観ている人にもたくさんの陶器が並んでいること

を感じてもらえるようにしました。 

・出張回収で持ち帰った陶器はセンターで展示・配布しました。また、出張回収後の

展示の量が多い際には、入口前のブラックボードで案内しました。 

課題や今後の 

方向性 

・2025 年度も一定期間に回収量等を計測する計画でしたが、環境省のモデル事業に

よる子ども服の常設コーナーのカウントといった別の対応が増えたため、回収量等

の計測には至りませんでした。次年度はあらためて陶器の回収人数・回収量の計測

を行います。 

・陶器の回収条件等は掲示しているポスターだけのため、希望する人にはチラシとし

ても配布するようにします。 
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事業名 ④リユースコーナー 

関連する行動提案 ３・１０・３６ 

内容の説明 

豊中市伊丹市クリーンランドや豊中市家庭ごみ事業課と連携し、まだ使える家具など

のリユース品を展示しました。展示期間の終了後に抽選会を行い、希望する市民へ無

償で提供しました。 

当団体の強み 

・クリーンランドの提供分の運営を行っている NPO 豊中・伊丹環境政策フォーラム

との連携を通してリユースコーナーのノウハウを学びました。 

・豊中市臨時ごみリユース支援事業について、当団体の仲介により支援事業の対象に

とよなか国際交流協会が追加されました。 

実施状況 

 

期間 場所 応募数 参加者 抽選会 

4 月 16 日（水）

～5 月 8 日（木） 

環境交流

センター 

14 点 中

10 点に合

計 30 件 

― 

（来館者に

含む） 

5 月 9 日（金）14:00～ 

参加者 1 人 

抽選会の参加に関わらない 

6 月 11 日（水）

～7 月 6 日（日） 

環境交流

センター 

10 点すべ

てに合計

49 件 

― 

（来館者に

含む） 

7 月 6 日（日）14:30～ 

参加者 31 人、スタッフ 3 人 

抽選会の参加者を優先 

10 月 23 日（木）

～25 日（土） 

野畑図書

館 

12 点中 6

点に合計

12 件 

13 人 

（子ども服

との重複参

加を除く） 

10 月 25 日（土）17:00～ 

非公開 

抽選会の参加に関わらない 

※リユース品は、4 月・10 月が豊中市臨時ごみリユース支援事業からの提供、6 月が

豊中市伊丹市クリーンランドからの提供 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

また、豊中市伊丹市クリーンランドからの提供があった 6～7 月のリユースコーナー

では、クリーンランドからの業務を受託している NPO 法人豊中・伊丹環境政策フォ

ーラムが抽選にあわせて市民向けの講座等を実施しました。 

日時 内容 参加者数 スタッフ数 

7 月 6 日（日） 

13:00～14:00 

クリーンランド市民講座 

（ひょうたん飾り作り） 
10 人 4 人 

7 月 6 日（日） 

14:00～14:30 

クリーンランド出前講座 

（紙芝居など） 
16 人 4 人 

※スタッフ数は NPO 法人豊中・伊丹環境政策フォーラムをはじめとしたクリーンラ

ンドの関係者 
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成果や工夫した

こと 

・2025 年度は子ども服リユースの取組みとあわせて、センター以外での展示・抽選

を初めて実施しました。 

・野畑図書館での実施では、子ども服リユースのチラシに同時開催として盛り込んで

広報を行うとともに、当選者が車で運搬しなくても良いように、小型のリユース品

のみを展示・抽選しました。 

課題や今後の 

方向性 

・新たな広がりを作っていくことをめざして、2025 年度にセンター以外での展示を

行いましたが、応募者数が少なかったことから、より多くの参加が得られるように、

PR を強化していきます。 
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事業名 ⑤不用品交換コミュニティボードの運営 

関連する行動提案 ３・１０・３６ 

内容の説明 

家庭で不用となった物品について、市民から「譲りたい」「譲ってほしい」の申込み

を受けて、センター内の掲示板とホームページに情報を掲示します。掲示された情報

を見て、希望者が現れたら、当人同士で交渉や物品の受け渡しをしてもらいます。 

当団体の強み ・特になし。 

実施状況 

2025 年度の新規受付は、譲りたいが 22 件、譲ってほしいが 13 件で、いずれも 2024

年度の 40 件と 17 件から減少しました。また、施設外の参加人数は 12 人で、2024

年度の 23 人から半減しました。 

【「譲りたい」関する応募・結果】 

 
掲出 

件数 
受付 成立 

期限 

切れ 
辞退 不成立 交渉中 

4 月分 4 件 1 件 0 件 1 件 1 件 0 件 0 件 

5 月分 2 件 0 件 0 件 1 件 0 件 0 件 0 件 

6 月分 1 件 0 件 0 件 0 件 0 件 0 件 0 件 

7 月分 2 件 1 件 1 件 1 件 0 件 0 件 0 件 

8 月分 0 件 0 件 0 件 0 件 0 件 0 件 0 件 

9 月分 0 件 0 件 0 件 0 件 0 件 0 件 0 件 

10 月分 0 件 0 件 0 件 0 件 0 件 0 件 0 件 

11 月分 3 件 3 件 1 件 0 件 0 件 0 件 0 件 

12 月分 4 件 2 件 1 件 0 件 0 件 0 件 1 件 

1 月分 3 件 0 件 1 件 0 件 0 件 0 件 0 件 

2 月分 13 件 11 件 11 件 0 件 0 件 0 件 0 件 

3 月分 6 件 4 件 2 件 1 件 3 件 0 件 0 件 

通算 25 件 22 件 17 件 4 件 4 件 0 件 0 件 

※2024 年度から繰り越した掲出 3 件、2026 年度へ繰り越した掲出 0 件 

 

【「譲ってほしい」に関する応募・結果】 

 
掲出 

件数 
受付 成立 

期限 

切れ 
辞退 不成立 交渉中 

4 月分 13 件 0 件 0 件 2 件 1 件 0 件 0 件 

5 月分 11 件 1 件 0 件 0 件 0 件 0 件 0 件 

6 月分 14 件 3 件 0 件 9 件 0 件 0 件 1 件 

7 月分 5 件 0 件 0 件 0 件 0 件 1 件 0 件 

8 月分 4 件 0 件 0 件 1 件 0 件 0 件 0 件 

9 月分 3 件 0 件 0 件 3 件 0 件 0 件 0 件 

10 月分 2 件 2 件 0 件 0 件 0 件 0 件 0 件 

11 月分 2 件 0 件 1 件 0 件 0 件 0 件 0 件 

12 月分 4 件 3 件 0 件 0 件 0 件 0 件 0 件 

1 月分 5 件 1 件 0 件 0 件 0 件 0 件 0 件 

2 月分 6 件 2 件 1 件 0 件 0 件 0 件 0 件 
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3 月分 6 件 1 件 0 件 3 件 0 件 0 件 0 件 

通算 26 件 13 件 2 件 19 件 1 件 1 件 0 件 

※2024 年度から繰り越した提出 13 件、2026 年度へ繰り越した掲出 3 件 

 

【施設外の参加人数】 

 合計 
譲りたい 譲ってほしい 

応募 希望 交渉 応募 希望 交渉 

4 月分 1 人 1 人 0 人 0 人 0 人 0 人 0 人 

5 月分 0 人 0 人 0 人 0 人 0 人 0 人 0 人 

6 月分 0 人 0 人 0 人 0 人 0 人 0 人 0 人 

7 月分 0 人 0 人 0 人 0 人 0 人 0 人 0 人 

8 月分 0 人 0 人 0 人 0 人 0 人 0 人 0 人 

9 月分 0 人 0 人 0 人 0 人 0 人 0 人 0 人 

10 月分 0 人 0 人 0 人 0 人 0 人 0 人 0 人 

11 月分 3 人 2 人 1 人 0 人 0 人 0 人 0 人 

12 月分 2 人 1 人 0 人 1 人 0 人 0 人 0 人 

1 月分 1 人 0 人 0 人 1 人 0 人 0 人 0 人 

2 月分 4 人 1 人 1 人 1 人 0 人 0 人 1 人 

3 月分 1 人 1 人 0 人 0 人 0 人 0 人 0 人 

合計 12 人 6 人 2 人 3 人 0 人 0 人 1 人 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

成果や工夫した

こと 

・従来掲示を行っていたパネルボードの安全性について豊中市と議論し、より安定し

たパネルボードへと変更しました。 

課題や今後の 

方向性 

・過去に広報とよなかへ取組みを掲載し、応募数が増加したことを踏まえて、あらた

めて広報とよなかに掲載して取組みを周知します。 
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事業名 ⑥リユースバザー 

関連する行動提案 ３・１０・３６ 

内容の説明 

家庭で使わなくなった衣服や生活用品を安く販売し、まだ使えるモノを地域で循環さ

せるリユースバザーを、参加する市民を募集して開催しました。集客を確保するため、

地域こだわりマルシェ＆野菜市場と同時開催しました。 

当団体の強み 

・当団体の生活部会はバザーの経験があり、その経験を参考に開始しました。 

・実施に人員が必要なため、他のイベント等と重なった際は、ボランティアの会員が

開催をサポートできます。 

実施状況 

 

月日 
出店 

参加者数 
スタッフ

数 
合計 

店舗数 出展人数 

4 月 5 日（土） 13 店 内訳をカウントせず 130 人 

6 月 7 日（土） 13 店 内訳をカウントせず 129 人 

8 月 2 日（土） 9 店 82 人 13 人 12 人 107 人 

10 月 4 日（土） 13 店 66 人 23 人 10 人 99 人 

12 月 6 日（土） 13 店 112 人 23 人 14 人 149 人 

2 月 7 日（土） 13 店 113 人 20 人 16 人 149 人 

合計 74 店 ― ― ― 763 人 

※時間はいずれも 10:15～13:00 

※出店の募集はいずれも 13 店だが、応募件数や直前のキャンセル等により 13 店に満

たない場合がある 

※いずれも地域こだわりマルシェ＆野菜市場と同時開催で実施し、参加者数・スタッ

フ数は同時開催の人数を含む 

 

 

 

 

 

 

 

 

成果や工夫した

こと 

・新型コロナウイルス感染症の影響で大幅に減った参加者は回復の途上であるため、

さらなる広報などについて検討しました。リユースバザーの年間予定表と出店募集

についての詳細を記載したチラシを作成し、各公共施設に配布しました。 

課題や今後の 

方向性 

・これまでのハガキでの応募に加えて、オンラインでの応募もできるようにします。

ただし、他の行事でオンラインによる応募はキャンセルも多いことから、オンライ

ンの導入に際しては、運用方法や開催頻度についても見直しします。 
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事業名 ⑦親子ぐるぐるフェス 

関連する行動提案 １・３・１０・３６・３７・３９ 

内容の説明 

未就学児から小学生くらいの子どもとその保護者を対象に、リユースやアップサイク

ル、リペアなどの行動を通してモノと向き合い、モノを大切にする習慣と、ごみの減

量を意識したくらしを考えるための参加・体験型イベントとして開催しました。実施

に際しては他団体の協力も得て、子ども店長によるリユースバザーや、制服・学用品

の販売、絵本の交換会、アップサイクルの体験などを実施しました。 

当団体の強み 
・センターのこれまでの取組みの積み重ねにより、各団体からの協力を得て実施がで

きています。 

実施状況 

 

日時 参加者 フリマ出店者 他スタッフ 

3 月 8 日（日）13:00～15:30 153 人 29 人 19 人 

※参加者アンケート回答者 14 人 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

また、実施に先立ち、絵本の交換会用の絵本の回収を行いました。 

期 間：2 月１日（日）～3 月１日（日） 

成果や工夫した

こと 

・子ども店長によるリユースバザー「えこっ子フリマ」の出店者を増やすため、近隣

の小学校に出店者募集のチラシを配布し、定員の約 3 倍近い申込みがありました。 

・えこっ子フリマの小学生は店番をしていると、工作など他のコーナーの参加ができ

ないという声があったため、順番を決めて会場内を回ってもらう時間を設けるよう

にしました。 

・参加者対象のアンケートを実施し、回答者にマチカネポイントを進呈しました。ア

ンケートで開催希望の時期を聞いたところ、回答者のほとんどが 2 月か 3 月である

ことがわかりました。 

課題や今後の 

方向性 

・えこっ子フリマに出店できなかった小学生が多かったことから、出店の機会を増や

すため、次年度は年 2 回の開催を検討します。 

・前年度と比べて、2025 年度の参加者が減ったことから、広報等を見直すとともに、

参加者アンケートを参考にして、次年度の開催時期を検討します。 
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事業名 ⑧地域こだわりマルシェ＆野菜市場 

関連する行動提案 ２１・４６ 

内容の説明 

地産地消および循環型社会の推進のため、とよっぴーで育てた豊中産の野菜などを有

料配布しました。また、「豊中市小売商業団体連合会」と連携し、環境や健康に配慮

し、こだわりを持って地域で商いをしているお店の商品も販売しました。 

当団体の強み 

・当団体では、地産地消および循環型社会の推進のため、とよっぴーで育てた豊中産

の野菜を実施しており、センターでもその取組みを活かして販売を行いました。 

・当団体の団体会員から、豊中市小売商業団体連合会の紹介を受けて、マルシェとし

て一緒に販売するに至りました。 

実施状況 

 

月日 参加者数 スタッフ数 備考 

4 月 5 日（土） 130 人 参加者に含む 人数はバザーを含む 

5 月 3 日（土） 33 人 参加者に含む  

6 月 7 日（土） 129 人 参加者に含む 人数はバザーを含む 

7 月 5 日（土） 24 人 10 人  

8 月 2 日（土） 82 人 12 人 人数はバザーを含む 

9 月 6 日（土） 18 人 11 人  

10 月 4 日（土） 66 人 10 人 人数はバザーを含む 

11 月 1 日（土） 22 人 10 人  

12 月 6 日（土） 112 人 14 人 人数はバザーを含む 

1 月 10 日（土） 17 人 10 人  

2 月 7 日（土） 113 人 16 人 人数はバザーを含む 

3 月 7 日（土） 35 人 12 人  

合計 781 人 105 人  

※いずれも 10:00～11:00 で実施 

※スタッフ数は、各販売のスタッフや運営に関わる当団体のボランティアの人数 

※4～6 月の参加者数はスタッフを含んでおり、合計はそれぞれ記載の人数の和 

※偶数月はリユースバザーと同時開催のため、バザーの参加者を含んでいる 

 

 

 

 

 

 

 

 

成果や工夫した

こと 

・新型コロナウイルス感染症の流行により参加者数が減少し、それ以降も参加者数が

回復していない状況にあるため、センターの SNS を活用して、マルシェに関する

投稿を増やすことにより、取組みの PR を増やしました。 

・野菜の売れ残りがあれば、納入した農家が引き取りに来る必要があることから、納

品が少なめとなってしまう課題があったため、売れ残った野菜は自主事業である

「ある時あるだけ野菜市」で引き続き販売することとし、できるだけ商品を多く販
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売できるようにしました。 

課題や今後の 

方向性 

・リユースバザーと同時開催の際は、一定の人数の参加があるものの、単独開催につ

いては工夫に対して人数の回復に至りませんでした。 

・豊中市小売商業団体連合会からの出店も当初より低調になっているが、参加希望の

出店数が増える見込みはない状況です。 

・とよっぴーで育てた豊中産の野菜を販売するにあたり、将来的にとよっぴーの確保

ができなくなることも含めて、この行事について 2025 年度をもって終了すること

が適当と判断しました。 
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事業名 ⑨自然工作 

関連する行動提案 ５・４９・５６ 

内容の説明 

小学生などの子どもを対象に、豊中産の自然素材（竹や小枝など）を使って自然工作

を行いました。また、工作の過程や、できた工作物（おもちゃ）で遊ぶことを通じて、

長らく自然環境の保全に取り組むシニアと、次世代の子どもたちの交流をはかりまし

た。また、自然工作の材料となる素材を通して、豊中の雑木林の現状や、自然環境へ

の理解を深める機会としました。 

当団体の強み 

・当団体では自然工作をイベント等で実施しており、そのノウハウや道具を活用して

実施することができます。 

・当団体のメンバーが豊中市内の公園等で間伐作業を行った際の竹材や小枝等を活用

しており、豊中産の材料を使った工作を実施することができます。 

実施状況 

 

日時 内容 場所 
参加者

数 

スタッ

フ数 

8 月 3 日（日） 

10:00～11:30 

竹のけん玉と牛乳パック

のキュービック作り 

環境交流セン

ター 
25 人 5 人 

12 月 14 日（日） 

10:00～11:30 

小枝やどんぐりを使ったス

トラップやシーソーの置き

物作り 

千里公民館 2 人 4 人 

※講師：当団体の竹炭プロジェクトのメンバー 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

成果や工夫した

こと 

・これまでは広報とよなかへの掲載が主な広報手段でしたが、参加者を増やすため、

チラシの配布を増やしました。8 月開催分では他の夏休みのイベントと一緒に近隣

の小学校へチラシを配布したところ、多くの参加を得ることができました。12 月

開催分は、千里周辺の公共施設等へチラシやポスターの配架を行いました。 

課題や今後の 

方向性 

・12 月開催分の参加者が少ないことから、開催場所を変更するか検討するとともに、

会場周辺の小学校へのチラシ配架等も行います。 

・冬の開催は体調不良により直前でのキャンセルが出て、参加者がさらに減る傾向が

あるため、開催時期についても検討します。 
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事業名 ⑩おもちゃ病院 

関連する行動提案 ３・３５ 

内容の説明 

とよなか・おもちゃ病院と連携し、モノを長く使ってもらうため、壊れたおもちゃを

修理する場を作りました。その場で修理できなかったおもちゃは、入院として預かっ

て修理した後、持ち込んだ方へお返ししました。 

当団体の強み 
・とよなか・おもちゃ病院のメンバーに当団体の会員もおり、入院したおもちゃにつ

いて参加者からの問合せがあった場合などもすみやかに対応ができます。 

実施状況 

2025 年度の参加者（スタッフ含む）は 427 人で、2024 年度の 443 人からは微減した

ものの、毎回多くの参加を得ています。 

月日 参加者数 スタッフ数 

4 月 12 日（土） 29 人 参加者に含む 

5 月 10 日（土） 30 人 参加者に含む 

6 月 14 日（土） 26 人 参加者に含む 

7 月 12 日（土） 21 人 10 人 

8 月 9 日（土） 24 人 9 人 

9 月 13 日（土） 33 人 12 人 

10 月 11 日（土） 20 人 10 人 

11 月 8 日（土） 29 人 11 人 

12 月 13 日（土） 30 人 10 人 

1 月 10 日（土） 25 人 12 人 

2 月 14 日（土） 31 人 11 人 

3 月 14 日（土） 32 人 12 人 

合計 330 人 97 人 

※いずれも第 2 土曜日の 10:00～11:30 で実施 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

成果や工夫した

こと 

・これまでは展示スペースで受付と返却を行い、会議室２でおもちゃの修理を行って

いましたが、とよなかおもちゃ病院の意向も踏まえて、会議室 1A で受付と返却、

おもちゃの修理をすべて行う形に変更しました。これにより、おもちゃ病院の開催

中も展示スペースをフリースペースとして利用できるようになりました。 

課題や今後の 

方向性 

・新たな広がりを作っていくことをめざして、おはなし会「わにわに」などで新たな

参加が得られた母子モへの掲載などを行います。 
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事業名 ⑪おはなし会「わにわに」 

関連する行動提案 ３・１７ 

内容の説明 

未就学児と保護者を対象にした絵本の読み語りを開催しました。環境につながる絵本

を取り入れることや、簡単な手づくり工作をセットで行うことで、若い親子世代が環

境やリサイクルに親しんでもらえる機会にしました。 

当団体の強み 
・当団体には、絵本の読み聞かせのボランティアを行っているメンバーや、図書館の

元司書などがおり、そうしたメンバーが中心となって実施しています。 

実施状況 

 

月日 参加者数 スタッフ数 

4 月 29 日（祝） 14 人 4 人 

6 月 29 日（日） 11 人 5 人 

10 月 5 日（日） 13 人 5 人 

12 月 21 日（日） 11 人 4 人 

3 月 8 日（日） 32 人 5 人 

合計 81 人 23 人 

※いずれも 10:30～11:30 で実施（親子ぐるぐるフェスを除く） 

※3 月 8 日は親子ぐるぐるフェスの中で実施 

※当団体の企画屋本舗プロジェクトが実施 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

成果や工夫した

こと 

・2024 年度までは 6 月以降の偶数月に開催していましたが、8 月は猛暑で親子連れも

参加が大変と考えて、2025 年度からは 8 月を除く偶数月の開催へと変更しました

（いずれも親子ぐるぐるフェスにあわせて実施する回を除く）。 

・紙面の都合上、広報とよなかに毎回掲載できないことから、母子モへの掲載などを

通して広く参加者を募集しました。 

課題や今後の 

方向性 

・新たな広がりを作っていくことをめざして、行事の内容をよりわかりやすくするた

め、読み語りする絵本や実施する手作り工作の内容を盛り込んだチラシを作りま

す。 
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事業名 ⑫ロハスな映画の上映 

関連する行動提案 ２・３・２１・２２ 

内容の説明 

「ちょっとロハスな映画祭」と題して、複数の映画・複数回の上映を行いました。映

像を通じて日本・世界の環境や文化への理解を深めるとともに、参加者同士の交流を

通して、参加者が「自分ごと」として捉えなおし、地域で行動するきっかけにつなげ

ました。この行事は地域で活動する団体と連携して開催しており、2025 年度は新た

に豊中市南部地域で気候変動や食、教育、生き物、身体などについて活動する「Green 

Journey 大阪」と連携して実施しました。 

当団体の強み 
・連携先の団体が映画上映を引き継いでいますが、当団体はいずれの団体ともつなが

りがあり、連携先が変わっても継続して事業を実施できています。 

実施状況 

 

日時 内容 
参加者

数 

スタッ

フ数 

9 月 27 日（日） 

10:00～16:00 

第 6 回ちょっとロハスな映画祭 

上映作品 

「食べることは生きること」（3 回上映） 

「都市を耕す エディブルシティ」 

「もったいないキッチン」 

22 人 5 人 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

成果や工夫した

こと 

・2023 年度の第 5 回の参加者が少なかったことから、広報活動について検討・実施

しました。これまでの印刷機を使った簡易印刷のチラシから、カラーのチラシの発

注に変更し、それを使って広報活動を行いました。 

・あしたの暮らしとよなかが広報に協力し、「種まきシアター」の開催で運営してい

る Facebook への投稿や「種まきシアター」の参加者への告知などを行ってくれま

した。 

・映画上映を行いたいが、申込受付や開催費用に不安がある団体側と、上映作品の選

定に詳しくないセンター側が相互に助け合う形で役割分担し、連携した開催を行う

ことができました。 

課題や今後の 

方向性 

・これまでは新たな広がりを作っていくことために効果的な事業でしたが、2025 年

度の参加者がかなり少なかったことから、上映する映画や参加費の見直し、広報手

段の見直しを行います。 
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事業名 ⑬リサイクル工作展 

関連する行動提案 ３・３７・３８ 

内容の説明 
小学生が夏休み中の自由研究などで作成したリサイクル工作の作品を募集・展示し、

豊中市と連携して優秀作品を表彰しました。 

当団体の強み ・特になし。 

実施状況 

2025 年度の応募は 33 件で、2023 年度の 43 件、2024 年度の 39 件から減少傾向にあ

ります。 

期間 内容 

8 月 1 日（金）～7 日（木） 作品の募集（39 件） 

8 月 9 日（土）～20 日（水） 作品の展示（入賞 5 件） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

成果や工夫した

こと 

・作品の展示期間中にセンターのブログに展示の様子を初めて掲載し、期間中の投票

を呼びかけました。 

課題や今後の 

方向性 

・作品の応募が微減傾向にあることから、新たな広がりを作っていくことをめざして、

チラシの配布範囲を見直します。 
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事業名 ⑭施設間連携の企画 

関連する行動提案 １・２・３・２１・２２・５５ 

内容の説明 

豊中市内で指定管理等により運営している各分野（国際交流、男女共同参画、市民公

益活動）の施設や市直営の公民館と連携し、「とよなかシネコン」と題した映画の上

映を行いました。参加する施設で開催時期をあわせて、共通のパンフレットを作成・

広報するなどして、施設間の連携を深めました。2024 年度からは各施設が持ち回り

で事務局を担うこととし、2025 年度は当施設が事務局として打合せの調整やパンフ

レットの作成などを担当しました。 

当団体の強み ・豊中市内で活動する団体の協力を得て映画の上映を行っています。 

実施状況 

 

日時 行事名 参加者数 
スタッフ

数 

マチカネ 

ポイント

付与 

1 月 31 日（日） 

10:00～11:30 

13:00～14:30 

とよなかシネコン 

「幸せの経済学」 

（同じ内容を 2 回上映） 

42 人 3 人 36 人 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

なお、「とよなかシネコン」全体としては以下の通りでした。 

上映期間（全体）：2025 年 12 月 6 日～2026 年 2 月 23 日 

参加施設：とよなか国際交流センター、市民公益活動支援センター、中央公民館、

とよなか男女共同参画推進センターすてっぷ、環境交流センター 

成果や工夫した

こと 

・事務局として各施設との調整方法をより簡略化し、持ち回りの事務局業務をうまく

引継ぎできるよう、作成資料やパンフレットの見直しを行いました。 

・ちょっとロハスな映画祭と同様で、2025 年度は「Green Journey 大阪」の協力を

得て実施しました。 

・アンケートの結果、参加者の半数近くが今回初めて当センターに来館したと回答し

ており、また、他施設の上映会にも参加した人についても半数近くいたことから、

他施設との連携をきっかけに、当センターを初めて知る・初めて来館する機会とな

っています。 

・映画上映後は参加者同士での意見交換の場を設けており、今回の上映作品はグロー

バリゼーション・ローカリゼーションがテーマで、少し古い内容（製作年：2011

年）でしたが、当時と現在の社会問題や情勢を比較し、参加者が感じた環境に対す

る課題や、豊中での生活の中でできる／できないと思ったことなど、様々な視点か

ら意見を引き出すことができました。 
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課題や今後の 

方向性 

・多くの参加が得られたものの、午前・午後ともに定員には満たなかったため、さら

なる広報手段を検討します。ただし、設定した定員に達した場合は、会場内がかな

り狭い状態となるため、次年度は定員の設定も含めて検討します。 
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事業名 ⑮制服・学用品の回収・支援 

関連する行動提案 １・３・３６ 

内容の説明 

家庭で不用になったまだ使える制服や学用品について回収・保管し、必要とする人へ

支援者を通じて提供を行いました。具体的には、この取組みが環境×福祉の事業へと

発展することをめざして、回収した制服やランドセルなどの情報を Instagram の非公

開アカウントに掲載することなどを通して、引き続き子育て支援や生活困窮者支援を

している団体へ提供等を行いました。 

また、子育て支援や生活困窮者支援をしている団体へ提供等に至らなかった制服や学

用品は、おゆずりの会に提供し、同会を通して市民へも提供しました。 

当団体の強み 

・日頃から Instagram を利用している現役学生スタッフが Instagram を管理してい

ます。 

・当団体も地域で活動する団体の 1 つとして「おさがりの会」に参加・協力していま

す。 

実施状況 

【制服・学用品等の回収等】 

実施期間 内容 

5 月 1 日（水）～31 日（土） 
制服・学用品の回収 

 制服、ランドセル、文具など約 500 点 

2 月 19 日（木） カザマランドセルからランドセル 3 点の提供 

通年 
回収した制服・学用品等を整理し、Instagram の非

公開アカウントに掲載 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【生活困窮者支援の関係者を通じて、制服・学用品等の提供】 

時期 件数（内容） 

5 月 1 件（体操服上下 2 点、赤白帽 1 点） 

6 月 1 件（ランドセル 1 点） 

9 月 1 件（体操服上下 2 点） 

12 月 1 件（ランドセル 7 個） 

2 月 3 件（ランドセル 11 個、絵具セット 1 個） 
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3 月 
2 件（カッターシャツ 2 枚、えんぴつ約 100 本、消しゴム約 30 個 

鍵盤ハーモニカ 2 台、リコーダー2 本） 

 

【その他】 

3 月 8 日（日） 

提供等に至らなかった制服や学用品は、おゆずりの会に提供 

おゆずりの会が親子ぐるぐるフェスで制服・学用品を販売 

  制服・体操服、文具など約 230 点 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

成果や工夫した

こと 

・回収した制服等の提供や販売の状況を踏まえて、2025 年度の回収条件を見直し、

幼稚園の制服や体育で使用する柔道着等を対象外としたことで、活用に至らない回

収を減らすようにしました。 

・制服・学用品の提供について、少しずつ広がっており、2025 年度は初めて小学校

への提供や、こども安心課への情報提供などを行いました。 

課題や今後の 

方向性 

・制服・学用品の回収や販売の機会について、子ども服リユースの Instagram などで

も紹介することにより、子ども服リユースの利用者が制服・学用品の取組みにも参

加できるようにしていきます。 

 

 

 



-33- 

 

事業名 ⑯子ども服の回収・配布 

関連する行動提案 １・３・１７・１９・２２・３５・３６・３７ 

内容の説明 

家庭で不要になった子ども服の回収・配布を通して、リユースの推進を行いました。

2025 年度は環境省の「使用済衣類回収のシステム構築に関するモデル実証事業」も

活用し、市や多様な団体と連携して実施しました。 

当団体の強み 

・豊中市内の子ども服リユースの経過を把握しています。 

・他団体と連携した子ども服リユースの取組みができています。 

・過去のつながりをもとに、図書館や体育館の協力を得た取組みが実施できます。 

実施状況 

【子ども服の常設拠点の設置（センター）】 

期間 利用者数 回収 配布 

4 月 ― 357 枚 268 枚 

5 月 ― 400 枚 232 枚 

6 月 25 人 936 枚 194 枚 

7 月 90 人 442 枚 239 枚 

8 月 110 人 279 枚 190 枚 

9 月 96 人 188 枚 136 枚 

10 月 161 人 364 枚 226 枚 

11 月 142 人 518 枚 219 枚 

12 月 68 人 336 枚 178 枚 

1 月 ― 254 枚 102 枚 

2 月 ― 378 枚 144 枚 

3 月 ― 488 枚 356 枚 

合計 692 人 4,940 枚 2,484 枚 

※利用者数は環境省のモデル事業の期間（6 月 23 日～12 月 19 日）のみカウント 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【イベントの実施（センター以外）】 

実施期間 行事名 参加者 配布 回収 

マチカ

ネポイ

ント付

与 

5 月 2 日（金） 庄内コラボセンター 56 人 35 枚 ― ― 

5 月 14 日（水） 

～18 日（日） 
服部図書館 537 人 2,160枚 2,173枚 125 人 
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6 月 10 日（火） 
千里文化センターコ

ラボ 
21 人 8 枚 ― ― 

6 月 15 日（日） 
ふらっとこどもフェ

ス in 曽根 
502 人 909 枚 424 枚  

6 月 26 日（木） 庄内コラボセンター 144 人 89 枚 ― ― 

7 月 2 日（水） 

～6 日（日） 
東豊中図書館 466 人 1,393枚 1,872枚 91 人 

7 月 24 日（木） 庄内コラボセンター 42 人 61 枚 ― 8 人 

8 月 7 日（木） 庄内コラボセンター 61 人 64 枚 ― 4 人 

9 月 2 日（火） 

～7 日（日） 
岡町図書館 557 人 2,002枚 1,966枚 122 人 

9 月 25 日（木） 庄内コラボセンター 76 人 81 枚 ― 0 人 

10 月 18 日（土） 豊中まつり 195 人 269 枚 10 枚 13 人 

10 月 23 日（木） 

～29 日 
野畑図書館 514 人 1,850枚 2,033枚 85 人 

11 月 18 日（土） 環境展 115 人 ― 534 枚 48 人 

11 月 27 日（木） 庄内コラボセンター 69 人 45 枚 ― 3 人 

12 月 6 日（土） わくわくランド 145 人 502 枚 64 枚 11 人 

3 月 12 日（木） 庄内コラボセンター 95 人 119 枚 ― ― 

合計 16 回 3,595人 9,587枚 9,076枚 510 人 

※参加者数はいずれも協力団体の関係者やボランティアスタッフ等を含む 

※マチカネポイントは服部図書館のみ市の予算、それ以外は環境省のモデル事業の予

算で付与 

 

 

 

 

 

 

 

 

【イベントの実施（センター内）】 

実施期間 行事名 参加者 配布 回収 

マチカ

ネポイ

ント付

与 

8 月 16 日（土） 
子ども服“以外”の配

布 
39 人 213 点 ― ― 

12 月 14 日（日） 
MJG おゆずりクリス

マスフェスタ 
170 人 502 枚 203 枚 31 人 

※12 月 14 日はイベントのうち、子ども服リユースのみの参加者 

※マチカネポイントは環境省のモデル事業の予算で付与 
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【子ども服の回収】 

コープ桜塚 回収 8,096 枚 参加者数 41 人（欄外参照） 

実施期間 回収枚数 参加者 

4 月 11 日（金）～17 日（木） 1,290 枚 ― 

5 月 9 日（金）～15 日（木） 410 枚 ― 

6 月 13 日（金）～19 日（木） 531 枚 ― 

7 月 11 日（金）～17 日（木） 612 枚 ― 

8 月 8 日（金）～14 日（木） 486 枚 10 人 

9 月 12 日（金）～18 日（木） 717 枚 4 人 

10 月 10 日（金）～16 日（木） 687 枚 7 人 

11 月 14 日（金）～20 日（木） 1,377 枚 12 人 

12 月 12 日（金）～18 日（木） 602 枚 8 人 

1 月 9 日（金）～15 日（木） 297 枚 ― 

2 月 13 日（金）～19 日（木） 437 枚 ― 

3 月 13 日（金）～19 日（木） 650 枚 ― 

合計 8,096 枚 41 人 

※毎月第 2 金曜から翌週の木曜まで（店舗の開館時間、ただし最終日のみ 17 時まで） 

※回収箱設置のため参加人数が不明だが、環境省のモデル事業の関係で 8～12 月に一

部の時間のみ持ち込みをカウントとした人数は実績として計上している 

 

 千里体育館 

  11 月 27 日（木）～12 月 4 日（木） 回収 840 枚 

※回収箱設置のため参加人数は不明 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



-36- 

【その他の取組み】 

・他の常設拠点との連携、運営協力（ハンガーラックの提供、子ども服の運搬・提供） 

・登録ボランティアの対応（イベント、仕分け作業の協力、常設拠点の作業支援等を

依頼）（24 人登録） 

・広報・情報発信（チラシの作成、Instagramへの投稿、マチカネポイントアプリで

の発信などのうち、環境省モデル事業以外の対応分） 

・子ども服リユースの意見交換会（7 月 30 日、10 月 3 日、12 月 9 日、2 月 4 日） 

・リーフレット・ショップカードの配布 

・生活困窮者支援の一環として、リユースのフォーマル服の提供（1 件） 

 

【（参考）環境省のモデル事業として実施した取組み】 

・赤ちゃんのいる家庭へのアプローチ（赤ちゃんのハイハイレースでの配布） 

 （3 回実施、206 人が参加） 

・小学校卒業後の家庭を見すえたアプローチ（リーフレットの更新） 

・小学校・こども園へのアプローチ（環境学習チラシの作成等） 

・市内の子ども服の現状把握とゴールの設定（アンケートの実施） 

 （実施期間：11 月 22 日～12 月 10 日、回収数：296 件） 

・常設拠点の運営を通した子ども服の動向の検証 

・独自の資金獲得の試行（ワークショップの実施）（2 回実施、48 人が参加） 

・広報・情報発信（チラシの作成、マチカネポイントアプリでの発信などのうち、環

境省モデル事業の対応分） 

・子ども服リユースののぼり旗の制作（既存のものの増刷） 

・リユース困難な子ども服（シミ・汚れ等のある子ども服）の対応 

・事業の効果検証（アンケート、ヒアリング、結果の分析等） 

 

【（参考）環境のモデル事業以外で自主的に実施した取組み】 

・子ども服の在庫整理（環境事業所）（1 回） 

・「～自治体・事業者向け～使用済衣類の回収に関するグッドプラクティス集」（環境

省作成）掲載 

・産廃専門誌「いんだすと」への掲載（寄稿） 

・国立環境研究所の吉田綾先生の研究発表への協力（情報提供・視察対応など） 

・大阪大学アドヴァンスト・セミナーへの協力（8 月 7 日、市民公益活動支援センタ

ー） 

・「第 1 回資源循環自治体フォーラム」での事例発表（9 月 12 日、ドーンセンター） 

・刀根山小学校での環境学習（2 月 27 日） 

成果や工夫した

こと 

・これまでに実施していなかった、服部図書館での開催や、箕面自由学園高校の高校

生との連携によるイベントを開催しました。いずれも子ども服リユースの意見交換

会の中で出された意見を実現する形となりました。 

・環境省のモデル事業も活用したことで、マチカネポイントの活用、市内の子ども服

の現状把握をはじめ、幅広い取組みを実施できました。 

課題や今後の 

方向性 

・新たな広がりを作っていくことをめざして、これまでに実施していなかった地域で

のイベント開催をめざします。 

・主体的なアクションを行う人数を増やしていくため、取組みに協力するボランティ
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アについて、ルール等を整備・運用します。 

・リーフレットの効果的な配布先について検討します。 

・制服・学用品の回収・配布の取組みについても情報発信等を行い、リユースの取組

みの広がりを作ります。 
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事業名 ⑰豊中市市民公益活動団体への支援 

関連する行動提案 １ 

内容の説明 

環境分野に限らない市民公益活動団体との連携や、市民公益活動団体への機会提供と

して、市民公益活動支援センターの運営を受託しているとよなか ESD ネットワーク

と連携し、特定の期間に施設内で市民公益活動団体の活動紹介の展示を行いました。 

当団体の強み 
・市民公益活動支援センターの運営を受託しているとよなか ESD ネットワークとの

ネットワークがあります。 

実施状況 

 

期間 内容 

12 月 10 日（水）～27 日（土） 豊中の市民公益活動団体ポスター展 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

成果や工夫した

こと 

・支援の内容を 2024 年度までの会議室の利用から、団体の活動展示等へ変更して実

施しました。 

・展示期間中にセンターで子ども服リユースのイベントを実施したことで、たくさん

の子ども服イベントの参加者にも展示を見てもらうことができました。 

課題や今後の 

方向性 

・ただ展示を行うだけでなく、市民公益活動団体との連携を深めることをめざして、

展示期間中にワークショップや団体間の交流会のような関連する企画を検討・実施

します。 
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事業名 ⑱出張回収コーナー 

関連する行動提案 １・３・２２・３６ 

内容の説明 

施設で回収している物品のうち、家庭で不用になった陶器や子ども服などは持ち込み

のニーズが高く、豊中市内の各地から自家用車等で運んでくる市民が多い状況です。

そこで、当施設とは別に、それらの物品を出張して回収する機会を設けることで、市

民のリユースと資源の循環を促進しました。当日は、施設の職員が回収場所に出向い

て、持ち込みされた物品等の回収を行いました。 

当団体の強み ・子ども服リユースの連携団体とのネットワークを活かして実施できます。 

実施状況 

2025 年度は、千里文化センターコラボ内のテトラポットカフェにて、陶器の食器の

出張回収を行い、3 回で 387kg を回収しました。回収した陶器は、回収場所で配布す

るとともに、残りは後日にセンターの陶器とりかえコーナーに設置しました。 

実施日 場所 参加者数 回収量 

4 月 3 日（木） 
千里文化センター

コラボ 

34 人  81 kg 

8 月 21 日（木） 36 人  91 kg 

2 月 19 日（木） 55 人 215 kg 

合計 3 回 125 人  387 kg 

※いずれも 10:00～15:00 で実施 

※参加者数は、陶器の持ち帰りのみの人（陶器を持参していない人）を含む 

 

 

 

 

 

 

 

 

成果や工夫した

こと 

・千里文化センターコラボ内のカフェスペースで過去に陶器とりかえコーナーがあっ

たことから、テトラポットカフェへの陶器回収の問合せが多く、現地で陶器の出張

回収をすることにより、テトラポットカフェの課題解決にもつながりました。 

・2024 年度に実施した際、想定よりも回収量が多く、職員 1 人の対応では間に合わ

なかったため、2025 年度は 2 人体制で実施しました。 

課題や今後の 

方向性 

・新たな広がりを作っていくことをめざして、現地で陶器の持ち帰り希望も多いもの

の、コラボ内のカフェだけでは回収と持ち帰りの両方を実施するためには手狭であ

るため、隣接するスペースを借りるなどして、現地での循環が広がるように工夫し

ていきます。 
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事業名 ⑳ファンクラブ制度の代替取組み 

関連する行動提案 ４・５ 

内容の説明 

施設に愛着を感じ、施設を応援してもらうためファンクラブ制度を運用してきました

が、これまでで一定の役割を果たしたことから 2022 年度末で終了しました。その一

方で、ファンクラブメンバーに提供していたポイントカードの配布やイベント等の情

報提供、メンバーの交流企画などは引き続き実施し、参加者に不利益にならないよう

に配慮しています。 

2025 年度は、これまでのファンクラブメンバーに対して、郵送（年 1 回）によりセ

ンターのイベント等の案内を引き続き行いました。 

当団体の強み 
・アジェンダ 21 の取組みも情報提供することで、市民（ファンクラブメンバー）は

より多くの参加の機会を得ることができます。 

実施状況 

これまでのファンクラブメンバーに対して、以下の案内を行いました。 

3 月 31 日（火）488 通郵送 

※主な内容： 

・登録していた個人情報の削除等の案内 

・郵送での情報提供に関する案内 

・メールマガジンの配信に関する案内 

成果や工夫した

こと 

・2023 年度以降、登録内容の解除や郵送停止の連絡があった人以外（600 人以上）

には郵送（プッシュ型）での情報提供を継続していましたが、3 年が経過すること

や郵送以外の案内も広げていくことを考え、情報提供の内容と方法の見直しを行い

ました。今後は過去のファンクラブ登録者に限らず、希望者にのみ郵送する形とし

ます。 

課題や今後の 

方向性 

・事業項目について、ファンクラブ制度の代替ではなく、郵送はメールマガジンなど

とあわせてセンターからのおしらせの一環として整理し、センターからの発信手段

の 1 つとします。 

・希望者にのみ郵送する形とするかわりに、これまでよりも郵送の機会を増やすとと

もに、希望者が申込時に選んだ情報を中心に提供していきます。 

・新規の郵送希望者も申込みできるよう、館内の掲示やホームページへの掲載を行い

ます。 
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（２）地球環境の保全等に関する情報の収集及び提供 

センター条例により、センター利用者等への情報発信も求められています。特に、第 2 期の途中から

スタートした、SNS を活用した情報発信は、センター周辺に住んでいない市民・事業者に対しても発信

をする機会となることから、SNSの発信を継続することにより、新たな利用者の広がりにつなげていく

ことができます。 

また、センターでは、環境に関する展示「環境ギャラリー」や図書の閲覧・貸出しなどを提供するこ

とにより、施設利用者や環境に関心がある市民に対して、環境情報を提供しました。 

 

事業名 ①ホームページの運営 

関連する行動提案 ４・５ 

内容の説明 

オリジナルのドメインによる、施設のホームページを管理し、施設・行事・環境情報

などを発信しました。あわせて、ホームページに併設しているスタッフブログも活用

しました。 

当団体の強み 
・もともとホームページを運営できる会員が複数人おり、そのメンバーを中心にセン

ターのホームページの開設やリニューアルを行いました。 

実施状況 

2025 年度のホームページのアクセス数は、27,940 ページビューで、2023 年度の

24,969 ページビュー、2024 年度の 26,889 ページビューから増加傾向にあります。 

 投稿数 アクセス数 

ホームページ ― 27,940（ページビュー） 

ブログ 7 件 ― 

※ページビュー：WEB ページ内のページを見た合計数 

（1 人が複数回見たら重複カウント） 

※ホームページアドレス  https://kankyokoryu.jp/ 

ブログアドレス        http://staffblog.kankyokoryu.jp/ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

成果や工夫した

こと 

・メールフォームでの申込みが増加傾向にあるため、ホームページ内へのフォームの

設置・削除などによりイベントページの更新頻度が増えました。 

課題や今後の 

方向性 

・ホームページのコンテンツの充実をめざして、子ども服リユースのページを新たに

設置するとともに、全体の内容を見直します。 
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事業名 ③SNSを活用した発信の拡充 

関連する行動提案 ４・５ 

内容の説明 

X（旧 Twitter）と Facebook を活用し、施設やイベントの情報を発信しました。また、

子ども服リユースの取組みの一環で連携団体と一緒に運営している Instagram も活

用し、子ども服リユースの取組みについても発信しました。 

当団体の強み 
・当団体が過去に受託事業等で実施した経験も活かしながら運用ができます。 

・連携団体とのつながりを活かした SNSの運用ができます（Instagram）。 

実施状況 

 

 投稿数 フォロワー数 

X（旧 Twitter） 412 件 355 人 

Facebook 114 件 181 人 

Instagram 

（おゆずりぐるり） 

46 件 

（うち 13 件はリポスト） 
585 人 

※フォロワー数は 2026 年 3 月 31 日現在 

※Twitter アドレス  https://twitter.com/kankyokoryu 

 Facebook アドレス  https://www.facebook.com/kankyokoryu 

 Instagram アドレス  https://www.instagram.com/oyuzuri_gruri/?hl=ja  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

成果や工夫した

こと 

・センターの利用者に SNS を活用してもらうため、ポイントカードの項目に新たに

SNS の拡散（センターの SNS のフォローと核酸）に設けました。 

・X と Facebook は予約投稿などの機能を活用し、年間で実施する行事等については

定期的に投稿されるよう計画的に運用しました。 

・X と Facebook で子ども服リユースについて投稿する際は、Instagramの投稿リン

クを貼り付け、フォロワーがより必要な情報にアクセスしやすいようにしました。 

・Instagram では、閲覧数を増やす工夫としてリール動画を活用したところ、1 つの

リールにつき約 1,000 回の閲覧数が得られました。X の 1 つの投稿のインプレッシ

ョン数が 100 以下であることが多いことに対して、一定の効果があることがわかり

ました。 

課題や今後の 

方向性 

・豊中市ホームページに掲載している環境情報を SNS でも紹介するなどして、セン

ターのイベント以外の環境情報も発信していきます。 

・SNS アカウントの認知度を上げるために、環境交流センターのお知らせやメールマ

ガジン、館内の掲示物などに SNS の情報を掲載して PR します。 



-43- 

 

事業名 ④環境交流センターのおしらせ 

関連する行動提案 ４・５ 

内容の説明 

施設の行事や案内を、「環境交流センターのおしらせ」として毎月発行しました。お

しらせには、施設の情報に加えて、豊中市や当団体の情報も掲載し、幅広い環境情報

の提供をめざしました。まとめた内容は、施設内で来館者へ配布するとともに、ホー

ムページにて公開しました。 

また、おしらせの内容について、毎月メールマガジンを発行しました。さらに、おし

らせの内容について、豊中市立図書館のメールマガジンへ情報提供し、配信・掲載を

通して広く周知しました。 

当団体の強み 

・環境交流センターのお知らせに、アジェンダ活動（当団体の活動）を一緒に掲載す

ることができます。 

・使用しているサーバーの機能を使い、メールマガジンを配信することができます。 

実施状況 

センターの行事や案内を、「環境交流センターのおしらせ」としてチラシにまとめて

毎月発行し、センター内での掲示や来館者への配布を行うとともに、環境交流センタ

ーのホームページでも公開しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

おしらせの内容について、毎月メールマガジンを発行しました。さらに、お知らせに

掲載している内容は、豊中市立図書館のメールマガジンへ情報提供し、配信・掲載を

通して広く周知しました。 

【メールマガジンの配信数】 

4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 11 月 12 月 1 月 2 月 3 月 

282 件 282 件 282 件 282 件 282 件 282 件 282 件 282 件 282 件 283 件 282 件 281 件 

 

 

成果や工夫した

こと 

・第 1 期の頃にしばらくの期間、トイレ内におしらせの掲示を試みたことがありまし

たが、2025 年度からあらためてトイレ内の掲示を再開してみました。 

課題や今後の 

方向性 

・ファンクラブ制度の代替措置として継続していたイベント情報等の送付について、

2026 年度からは、過去のファンクラブメンバーへのプッシュ型の送付（年 1 回程

度）を取りやめ、希望する市民に対して送付する形（年 2 回程度）とします。 

・他施設等への聞き取りにより、郵送でのイベント案内も一定程度の効果があること

から、郵送による希望者を明確にしたうえで、郵送による広報も実施します。 
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事業名 ⑤リーフレットの配布 

関連する行動提案 ５ 

内容の説明 

センターの利用者やセンター外のイベント参加者等へリーフレットを配布しました。

また、貸室の利用料など、来館者の利用に応じた補足的な配布物も必要に応じて配布

しました。 

当団体の強み 
・最初のリーフレット作成時は、専門学校と連携して生徒に複数のデザインを作成し

てもらい、来館者の投票によりデザインを決定しました。 

実施状況 

2023 年度に作成したセンターの紹介リーフレットについて、2025 年度も引き続きセ

ンター内やイベント等で配布しました。また、2025 年度中にリーフレットを 200 部

増刷しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

成果や工夫した

こと 

・2026 年度から事業を見直すことが想定されたため、2025 年度中はリーフレットの

更新をせずに、既存の増刷にとどめました。 

・「地域イベント等での施設 PR」などを通して、センター外の行事参加者にもセンタ

ーのリーフレットを配布しました。 

課題や今後の 

方向性 

・2026 年度からの事業の見直し等を踏まえて、2026 年度当初にリーフレットの更新

を行います。 
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事業名 ⑥地域イベント等での施設 PR 

関連する行動提案 ５ 

内容の説明 

より多くの市民に施設のことを知ってもらうことができるように、地域で開催されて

いるイベントにて、施設の PR を行いました。PR に際しては、2023 年度に製作した

のぼり旗等の媒体を活用し、リーフレットを配布しました。 

当団体の強み 
・アジェンダ活動で参加している地域のイベントでの PR が可能であり、当団体の会

員が中心となって実施できます。 

実施状況 

2025 年度は、合計 13 回のイベントで 90 人にリーフレットを配布しました。なお、

2024 年度は 27 回で 160 人に配布したため、2025 年度は回数・人数ともに減少しま

した。 

日時 行事名 人数 

4 月 9 日（水）10:30～11:30 地産地消イベント 1 人 

4 月 16 日（水）10:00～11:00 コラボ朝市 7 人 

6 月 11 日（水）10:30～11:30 地産地消イベント 1 人 

6 月 18 日（水）10:00～11:00 コラボ朝市 1 人 

7 月 16 日（水）10:00～11:00 コラボ朝市 2 人 

9 月 17 日（水）10:00～11:00 コラボ朝市 3 人 

10 月 16 日（水）10:00～11:00 コラボ朝市 8 人 

11 月 12 日（水）10:30～11:30 地産地消イベント 1 人 

11 月 19 日（水）10:00～11:00 コラボ朝市 3 人 

11 月 22 日（土）10:00～14:00 農業祭 55 人 

12 月 17 日（水）10:00～11:00 コラボ朝市 4 人 

1 月 21 日（水）10:00～11:00 コラボ朝市 2 人 

3 月 18 日（水）10:00～11:00 コラボ朝市 2 人 

合計 13 回 90 人 

※配布を予定したものの、参加者数が 0 人であったイベントは記載を省略している 

成果や工夫した

こと 

・昨年度に引き続き、当団体の会員が中心となって実施しました。 

課題や今後の 

方向性 

・地産地消イベントやコラボ朝市では原則として毎回配布を試みましたが、参加者は

リピーターが多いため、もらったことがあると断られる機会が多くなっています。 

・当団体がセンター以外で独自に参加・実施しているイベント等で施設の PR を行っ

てきましたが、当団体のイベント等の状況が変わってきていることから、PR する

イベント等の見直しや検討を行い、多様な機会で PR できるようにしていきます。 
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事業名 ⑦メディア等への情報提供 

関連する行動提案 ４・５ 

内容の説明 

センターの取組みについて、FM 千里、ケーブルテレビ（J:COM）、「TNN 豊中報道。

２」などへ情報発信を行うとともに、子どもとお出かけ情報サイト「いこーよ」など、

民間のイベント告知ページへイベント情報の掲載を行いました。 

当団体の強み 
・FM 千里や J:COM へは、過去のつながりを活かして情報提供を行うことができま

す。 

実施状況 

以下への情報提供・掲載等を行いました。 

  ケーブルテレビ（J:COM）（毎月・郵送）…打合せを経て終了 

  FM 千里の情報提供（毎月・郵送） 

  子どもとお出かけ情報サイト「いこーよ」へのイベント掲載 10 件 

  「TNN 豊中報道。２」への情報提供（掲載） 4 件 

ケーブルテレビ（J:COM）の担当者と、今後の情報提供や連携の可能性について打合

せを行いました。 

成果や工夫した

こと 

・センターのお知らせ等を FM 千里や J:COM へ郵送により情報提供したところ、

J:COM の担当者から連絡があり、今後に向けての打合せにつながりました。 

課題や今後の 

方向性 

・「いこーよ」や「TNN 豊中報道。２」といったこれまで掲載しているイベント告知

ページ以外で、新たな情報提供先について検討します。 
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事業名 ⑧デジタルサイネージの取組み 

関連する行動提案 ３・５ 

内容の説明 
センター前の通行者に対して、豊中市が導入した大型モニターを活用して、デジタル

サイネージの形とした常時発信を継続しました。 

当団体の強み ・過去にアジェンダ活動で実施した大型モニターの活用を参考に実施できます。 

実施状況 

2024 年度中にイベント情報の常時の表示方法を検討したことを踏まえて、2025 年度

は開館時間中にモニターを通してイベント情報等を常時発信しました。なお、1 月途

中にモニターが故障で映らなくなったために休止しましたが、3 月途中に市が新しい

モニターを導入したことを受けて再開しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

成果や工夫した

こと 

・2024 年度までは不定期で実施していましたが、2025 年度は開館時間中に常に表示

するようにしました。 

・情報の日程を注視し、終わったイベント情報が配信されないように注意しました。 

・お知らせに掲載する情報は当月だけではなく、先の情報も発信しています。 

課題や今後の 

方向性 

・今後もセンター前の通行者にとってより見やすい表示となるように工夫を重ねてい

きます。 
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事業名 ⑨環境ギャラリー 

関連する行動提案 ３・５・１９ 

内容の説明 

環境交流センターの展示スペースを活用し、環境にまつわる展示を行っています。

2025 年度も指定管理事業に関するものや、震災をテーマとしたものなどを紹介しま

した。 

当団体の強み ・豊中アジェンダ 21 の活動について、展示を通して紹介することができます。 

実施状況 

 

期間 内容 団体 

～4 月 12 日（土） 
豊中オオキンケイギク分布調査

2024 
当団体の自然部会 

7 月 9 日（水）～ 

31 日（木） 

川の生き物を知って感じて守る図

書展 
― 

1 月 21 日（水）～ 

2 月 26 日（木） 

あの日を忘れない！～いのちと環

境を守り、未来につなごう～ 
福島プロジェクト豊中 

※豊中オオキンケイギク分布調査は、2024 年度からの継続実施 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

成果や工夫した

こと 

・震災をテーマとした展示について、団体側の負担を減らすため、センター側で展示

物の運搬や展示作業のサポートを行いました。 

課題や今後の 

方向性 

・第 3 期の中間評価の指摘を踏まえて、事業計画書および事業報告書に「第 3 次豊中

アジェンダ 21」の関連する行動計画を掲載したことから、来館者に向けて「第 3

次豊中アジェンダ 21」を紹介する展示を企画・実施します。 
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事業名 ⑩図書などの閲覧・貸出し 

関連する行動提案 ３ 

内容の説明 

環境に関する図書や資料を設置し、図書・資料室に閲覧スペースを設けるとともに、

利用者が希望する図書などについて、内規に基づき貸出しを行いました。さらに、閲

覧・貸出しを促進するため、環境ギャラリーの一環として、図書をテーマとした展示

も実施しました。 

当団体の強み ・環境情報サロンの図書情報を引き継いでいます。 

実施状況 

2025 年度の貸出し件数は 11 件 27 冊で、2024 年度の 17 件 31 冊から減少しました。

なお、研修等への利用目的による、DVDの貸出しも含まれています。 

月 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 合計 

貸出件数 1 1 1 0 0 5 1 1 0 1 0 0 11 件 

貸出冊数 1 4 1 0 0 6 5 5 0 5 0 0 27 冊 

※図書をテーマとした展示は、（２）⑨環境ギャラリーに記載 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

成果や工夫した

こと 

・誰でも気軽に利用できるよう、図書等の新規購入の内容を検討しました。環境分野

の書籍のうち、小学生に人気があるシリーズやマンガによるものを 2024 年度まで

に購入したことがあったため、2025 年度はそれらのシリーズを引き続き購入する

こととしました。 

課題や今後の 

方向性 

・センターのおしらせや SNS などを活用して、図書の閲覧・貸出しができることを

より PR していきます。 
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事業名 ⑪地域との連携強化 

関連する行動提案 １・５・８ 

内容の説明 

センターがある南桜塚校区の地域自治組織（南桜塚校区地域連絡協議会）に当団体と

して正式に加盟しています。協議会の一員としての役割を果たすことを通じて、地元

地域との連携を強化し、地域でのセンターの理解向上へとつなげていきました。 

また、豊中市社会福祉協議会が年 2 回、豊中市内 7 ブロックに分けて、各地域の福祉

施設、幼稚園・保育園、自治会、民生委員、行政職員、関連団体などによる情報交換

とケーススタディを行っています。当団体も豊中市社会福祉協議会の呼びかけにより

参加を行っており、会議の場を通じて、センターの機能を紹介するとともに、豊中市

内の地域団体とのつながりを拡げていきました。 

当団体の強み 

・南桜塚校区地域連絡協議会の役員に、とよなか市民環境会議の元役員が多く、当初

の参画時に受け入れられやすかったです。 

・地域福祉ネットワーク会議は、当団体の独自の活動の中で社会福祉協議会から参加

の呼びかけを受けました。 

実施状況 

【南桜塚校区地域連絡協議会】 

項目 日時 内容 場所 

全体 

5 月 11 日（日）19:00～20:00 総会 南桜塚会館 

1 月 10 日（土）18:00～20:00 新年互例会 
ホテルアイボリ

ー 

6 月 1 日（日）19:00～20:00 

7 月 27 日（日）19:00～20:00 

10 月 26 日（日）19:00～20:30 

12 月 7 日（日）19:00～20:00 

3 月 29 日（日）19:00～20:00 

運営委員会 南桜塚会館 

4 月 11 日（金）18:00～19:30 

6 月 1 日（日）18:00～19:00 

7 月 27 日（日）18:00～19:00 

10 月 26 日（日）18:00～19:00 

12 月 7 日（日）18:00～19:00 

3 月 29 日（日）18:00～19:00 

役員事務局各部会長

副部会長会議 
南桜塚会館 

防災 

部会 

5 月 16 日（金）19:30～21:00 

7 月 19 日（土）19:30～21:00 

9 月 20 日（土）19:30～21:00 

10 月 17 日（金）19:00～20:30 

11 月 15 日（土）19:30～21:00 

1 月 16 日（金）19:30～21:00 

3 月 21 日（土）19:30～21:00 

防災部会 南桜塚会館 

9 月 24 日（水）9:00～16:20 防災セミナー 
人と防災未来セ

ンターほか 

11 月 23 日（日）10:00～11:30 防災訓練 南桜塚小学校 

2 月 21 日（土）19:00～20:30 防災研修会 南桜塚会館 
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防犯 

部会 

10 月 8 日（水）15:00～16:00 
子ども見守り活動隊 

下原公園 

2 月 18 日（水）15:00～16:00 大塚公園 

その他 
8 月 23 日（土）19:00～21:30 

曽根サマーフェステ

ィバル 
曽根駅前 

1 月 17 日（土）9:15～10:30 全市一斉防災訓練 南桜塚小学校 

※協議会活動のうち、参加・出席したものを記載 

 

 

 

 

 

 

 

 

【地域福祉ネットワーク会議】 

月日 エリア 場所 

7 月 15 日（火）14:00～15:30 北西部 すてっぷ 

7 月 25 日（金）14:00～15:30 中部 豊中商工会議所 

7 月 29 日（火）14:00～15:30 南部 庄内コラボセンター 

2 月 4 日（水）14:00～15:30 中部 すこやかプラザ 

2 月 25 日（水）14:00～15:30 中西部 中央公民館 

3 月 16 日（月）14:00～15:30 北西部 すてっぷホール 

※中西部は 2 月 9 日（月）開催予定であったが、大雪のために 3 月 16 日に延期 

成果や工夫した

こと 

【南桜塚校区地域連絡協議会】 

・2025 年度から当団体が防災部会の部会長を担うこととなり、部会活動に向けた関

係者との事前打合せ、資料作成、会議当日の進行などを担いました。 

・校区での防災訓練の実施に際して、当団体のネットワークを活かして、コープこう

べやとよなか国際交流協会と調整を行い、当日の参加・協力へとつなげました。 

 

【地域福祉ネットワーク会議】 

・会議内のワークショップを通して、陶器の取り替え、子ども服リユースなどのセン

ターが提供可能な物品や、フリーズペースなどの機能について発信しました。 

課題や今後の 

方向性 

【南桜塚校区地域連絡協議会】 

・「地域自治組織への参加の目的が、普及啓発にとどまり、地域市民との関係性をど

う構築していくかの戦略が見えない。現状にとどまらず、地域との協働を促進する

ための事業展開を検討する必要がある。」という第 3 期の中間評価の指摘に対して、

地域市民とどのような連携を構築していくかの戦略について、2026 年度中に整理

を行います。 

 

【地域福祉ネットワーク会議】 

・会議の参加者に対してセンターの機能等の紹介をまとめたペーパーの配布等をめざ

します。 
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事業名 ⑫学生の環境活動の支援 

関連する行動提案 ２・３・１９ 

内容の説明 
学生からの要請を受けて、環境活動や論文・研究に関する相談に応じ、必要に応じて

活動のサポートや情報提供などを行いました。 

当団体の強み 

・センターの指定管理事業以前から、大学生のインターンシップの受け入れや論文作

成のヒアリング対応、環境活動への参加対応など、学生の環境活動の支援を行って

いました。 

実施状況 

 

日時 内容 

8 月 20 日（水） 

13:30～14:00 
減量計画課のインターンシップ生の見学対応 

 

 

成果や工夫した

こと 

・インターンシップ生の見学対応について、以前は当団体の総括責任者が対応してい

ましたが、センターの職員の経験を広げるため、別の職員が対応しました。 

課題や今後の 

方向性 

・今後は学生に限らない「環境活動の支援」とし、単なる情報提供を超えた協力やマ

ッチングを行うことで、市民や学生の環境活動の支援を行う形とします。 

・⑭施設内での情報提供とあわせて、センターで相談対応や環境活動の支援を行って

いることを PR していきます。 
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事業名 ⑬ごみカレンダー配布・犬ふん看板等の貸出 

関連する行動提案 １３・３７ 

内容の説明 

環境分野における窓口対応として、ごみカレンダー配布・犬ふん看板等の貸出を実施

します。豊中市環境部のうち走井にある各課の事業について、市民が現地までアクセ

スするのが難しいため、市民の利便性向上を目的とし、施設でも同様の対応を行いま

した。 

当団体の強み ・特になし。 

実施状況 

ごみカレンダー、犬ふん看板ともに件数は少ないものの、2024 年度の 2 件と 5 件か

らはそれぞれ増加しました。 

 

・ごみカレンダー配布 

4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 11 月 12 月 1 月 2 月 3 月 計 

4 件 1 件 0 件 0 件 0 件 0 件 0 件 0 件 0 件 1 件 2 件 0 件 8 件 

 

・犬ふん看板貸出 

4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 11 月 12 月 1 月 2 月 3 月 計 

1 件 0 件 0 件 3 件 0 件 1 件 1 件 1 件 0 件 0 件 0 件 0 件 7 件 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

成果や工夫した

こと 

・センターでもごみカレンダーの配布と犬ふん看板等の貸出を行っていることを PR

するポスターを作成し、利用者の多い回収コーナーに掲示しました。 

・豊中市のホームページを見て、センターへ取りに来る方もいました。 

課題や今後の 

方向性 

・センターでもごみカレンダーの配布を行っていることの認知度が低いため、センタ

ーのおしらせや SNSなどを活用して PR を行っていきます。 

・デジタルサイネージ用の画像等も作成し、イベント情報とあわせて掲載します。 
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事業名 ⑭施設内での情報提供 

関連する行動提案 ３・２５ 

内容の説明 

施設に寄せられた環境イベントや環境に関するチラシやポスターについて、施設内で

配架や掲示による情報提供を行いました。また、来館や電話による、環境情報の問合

せや検索に関して支援しました。日常的には、ごみの分別や出し方、家庭で不用とな

った物品の対処方法や、問合せに対する市の各部署への紹介などが多いものの、これ

までには夏休みの自由研究の相談、地域の行事への講師派遣（紹介）、大学生のレポ

ート課題（環境関連）の相談なども寄せられています。 

当団体の強み ・豊中の環境活動のプラットフォームとしての情報提供ができます。 

実施状況 

2025 年度の相談件数は 22 件で、2024 年度の 34 件よりも少ないものの、2022 年度

の 28 件、2023 年度の 13 件に比べると、平均的な件数に落ち着いています。 

4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 11 月 12 月 1 月 2 月 3 月 計 

3 件 0 件 2 件 0 件 0 件 3 件 4 件 1 件 1 件 4 件 3 件 1 件 22 件 

 

また、1～2 月に太陽光発電イルミネーションを試験的に実施し、2 月に実施した来館

者アンケートで来館者から意見をうかがいました。 

・期 間：1 月 14 日（水）～2 月 28 日（土） 

※2 月 14 日（土）～18 日（水）を除く 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

成果や工夫した

こと 

・センターについて知らない・利用したことがない市民（通行人）が、センターの存

在やセンターの事業を知るきっかけを作ることや、市民が来館しやすい空間をつく

ることを目的に、1～2 月に「じぶん発電所（太陽光で発電した電気を蓄電して持

ち運べる小型装置）」を使った窓ガラスのイルミネーションを行いました。 
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・太陽光発電イルミネーションについて、来館者アンケートでは今後も継続してほし

いという意見がありました。 

課題や今後の 

方向性 

・次年度以降も太陽光発電を活用したイルミネーションの点灯を実施するなど、わか

りやすい環境情報の提供を引き続き検討・実施します。 
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（３）地球環境の保全等に関する講座等の開催及び啓発の実施 

センターの第 3 期のビジョン「芽を育てる」「新たな種をまく」の両方に資するため、環境問題につ

ながる講座を開催し、多様な参加者への機会づくりを行いました。 

地球温暖化（地球温暖化対策につながる講座の開催）、自然環境（自然観察会、自然学習講座など）、

循環型社会（整理収納に関する講座、アップサイクル体験講座など）といった環境分野の様々なテーマ

の取組みや、SDGs を実践して持続可能な地域をめざす取組み（地元を極め隊）、次世代を担う小学生

を対象とした取組み（ぴったんこ隊、能勢町での里山体験イベントなど）を実施しました。 

なお、講座等の開催に際しては、一方的に話を聞くだけの座学はできるだけ避け、参加・体験を通し

て学ぶものや、講師や協力団体と一緒に考えていく取組みを主としました。 

 

事業名 ①「とよなかの環境」への意見募集の協力 

関連する行動提案 ２・４・５・２０ 

内容の説明 

豊中市の環境報告書「とよなかの環境」は、年度途中に前年度の速報版を発行し、市

民意見等を募集した後、その意見も反映・回答した最終版が年度末に発行されていま

す。市民意見の募集にあわせて、指定管理事業においても豊中市と連携して施設で速

報版の内容を展示し、訪れる市民に職員が呼びかけを行うなど、市民が意見を出しや

すい機会づくりを行いました。 

当団体の強み 
・当団体からも環境審議会の委員を担っており、環境基本計画や「とよなかの環境」

の内容等について理解しています。 

実施状況 

 

期間 内容 

11 月 16 日（日）～19 日（水） 

11 月 24 日（月）～28 日（金） 

「とよなかの環境」パネル展 

※意見募集の内容を含めたもの 

12 月 2 日（火）～5 日（金） 
「とよなかの環境」パネル展 

※意見募集の内容を除いたもの 

※とよなか市民環境展 2025 での展示のため、11 月の途中で休止 

※意見募集は QR コードから市の電子申込システムによる回答であったため、センタ

ーで展示を見た人の回答数は不明 

 

 

 

 

 

 

 

 

成果や工夫した

こと 

・ゼロカーボンシティ推進課との調整により、センターの利用者に「とよなかの環境」

をより広めるため、できるだけ長く展示をすることとし、意見募集期間の終了後に

も展示を行いました。 

・展示とあわせて、ゼロカーボンシティ推進課が作成した「とよなかの環境」意見募

集に関する動画も上映しました。 

課題や今後の 

方向性 

・パネルの展示期間を長くして、来館者にできるだけ見てもらう期間を増やすため、

展示期間等を早めに調整します。 
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事業名 ②地球温暖化対策につながる講座の開催 

関連する行動提案 ２・２０・２３・２４・２５・２６ 

内容の説明 

地球温暖化防止の推進として、市民を対象とした地球温暖化対策につながる講座を開

催しました。具体的には、親子で省エネを学ぶ講座や、DIY で自宅に二重窓を取り付

けることができる内容の講座を開催し、市民にとって身近なところから地球温暖化対

策を実感してもらうことができるようにしました。 

当団体の強み 

・「豊中市市民向け地球温暖化対策事業」で実施していた内容をセンターの講座とし

て活かすことができます。 

・講座の講師を担う専門家は、当団体の関係者でもあります。 

実施状況 

 

日時 内容 講師 
参加者

数 

スタッ

フ数 

マチカ

ネポイ

ント付

与 

7 月 26 日（土） 

10:00～12:00 

夏休み子ども電気

博士になろう 

山見拓さん 

（（有）ひのでや

エコライフ研究

所） 

32 人 1 人 13 組 

11 月 15 日（日） 

13:00～15:30 

窓断熱アイテム製

作体験 
13 人 1 人 5 人 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

窓断熱アイテム製作体験の募集期間にあわせて、講座の紹介展示を行いました。 

期 間：11 月 2 日（日）～14 日（金） 

内 容：窓断熱アイテム製作体験の紹介展示 

 

 

 

 

 

 

 

 

成果や工夫した

こと 

【夏休み 子ども電気博士になろう】 

・講座内で人気の手回し発電の時間を長く取り、任意で講座後に取り組んでもらうレ

ポート（自宅で電気の使用量を調べるもの）の内容を詳しく伝えるために、講座の

時間を 1 時間 30 分から 2 時間に変更したところ、保護者も発電体験に参加するこ
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とができ、アンケートから発電体験の満足度が高かったことがわかりました。 

・夏休みの自由研究での使用を目的に、2024 年度に自由研究用レポート用紙を作成

したところ、保護者からの反応が良かったため、2025 年度はさらに自由研究に使

いやすい形へブラッシュアップしました。 

・講座内で紹介したワットチェッカー（電力計測機）の貸出をしたところ、14 組中

10 組が貸出を希望し、自宅の家電で電力を測定されました。また、そのうち 2 組

が夏休みの自由研究としてこの講座で配布したレポートを活用し、成果物を提出し

てくれました。 

・熱心に参加していた 1 組の親子は、講座後に講師が京都で主宰するワークショップ

にも定期的に参加されるようになりました。 

 

【窓断熱アイテム製作体験】 

・参加者が自分で購入・作成できるよう、豊中市内のホームセンターで販売している

内窓キットを使っていますが、キットがモデルチェンジしたため、材料を一から買

い直した上で講座を開催しました。 

・体験用に設置する内窓は、ダンボールで作った小型の簡易な枠をこれまで使ってい

ましたが、2025 年度はより本物の窓に近づけるためにサイズを大きくして、頑丈

な木製の枠を作り、実際の窓に設置する状況と近い環境を再現できました。 

・講座への理解を深めてもらうため、参加者の募集期間中にセンターで関連展示を行

いました。その際、夏休み 子ども電気博士になろうの内容や貸出し用の機器も一

緒に展示して紹介しました。 

課題や今後の 

方向性 

・既存の講座について、より良いものとなるように引き続き内容をブラッシュアップ

していきます。 

・1 月～2 月に実施した、太陽光発電と蓄電装置を使ったイルミネーションについて、

今後もセンターで実施することを目的に、装置作りのワークショップを新たに実施

します。 
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事業名 ③自然観察会 

関連する行動提案 ４８・４９・５０・６２ 

内容の説明 

地域の自然環境に親しんでもらうため、豊中市やその周辺地域の自然が残された場所

にて自然観察会を開催しました。春の自然、水生生物、秋の鳴く虫、冬の野鳥をテー

マに行いました。 

当団体の強み 

・長期間にわたり、自然観察会を開催してきた実績があります。 

・当団体の自然部会で活動する自然環境に詳しい市民等が主体となって開催していま

す。 

実施状況 

 

実施日 内容 場所 
参加者数 スタッ

フ数 おとな 子ども 

5 月 27 日（火） 

10:00～12:00 
春の自然観察会 

千里東町公園～

千里中央公園 
11 人 0 人 4 人 

6 月 8 日（日） 

9:30～11:30 

千里川の水生生

物観察会 
千里川 25 人 20 人 7 人 

9 月 19 日（金） 

18:00～20:00 

秋の夜の鳴く虫

観察会 
服部緑地 17 人 15 人 6 人 

2 月 14 日（土） 

9:30～12:00 
冬の野鳥観察会 服部緑地 18 人 1 人 7 人 

合計 4 回 71 人 36 人 24 人 

※当団体の自然部会が実施（スタッフ数は自然部会の担当者の人数） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

成果や工夫した

こと 

・例年、夏休み期間に実施している水生生物観察会について、千里川周辺に日陰がな

いことから、熱中症対策として 6 月に変更して実施しました。夏休み期間ではなか

ったものの、定員を超える申込みがありました。 

課題や今後の 

方向性 

・新たな広がりを作っていくことをめざして、より多くの市民に参加してもらうこと

ができるよう、参加者の少なかったテーマについて見直します。 
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事業名 ④自然学習講座 

関連する行動提案 ２２・４８・５０・５１・５２・５３・５４・５６・５７・５８ 

内容の説明 
豊中の自然環境の現状や保全についての理解を深めるため、学識者や研究者を講師に

迎え、学習講座を開催しました。 

当団体の強み 

・長期間にわたり、自然学習講座を開催してきた実績があります。 

・当団体の自然部会で活動する自然環境に詳しい市民等が主体となって開催していま

す。 

実施状況 

 

実施日 テーマ 講師 
参加者

数 

スタッ

フ数 

12 月 13 日（土） 

14:00～16:00 

豊中の身近な自然と

生き物たち 

中川均さん（豊中生

物同好会） 
21 人 5 人 

1 月 25 日（日） 

14:00～16:00 

自然共生のために環

境法はどう進化して

いるか 

大久保規子さん（大

阪大学法学研究科教

授） 

8 人 3 人 

3 月 8 日（日） 

14:00～16:00 

水とくらしと時代の

変化 

瀧健三さん（とよな

か・歴史と文化の会） 
17 人 4 人 

合計 3 回 46 人 12 人 

※場所はいずれも中央公民館 

※当団体の自然部会が実施（スタッフ数は自然部会の担当者と講師の人数） 

※12 月 13 日はスタッフ 3 人を来館者数に含み、それ以外の 23 人を館外に含んでい

る 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

成果や工夫した

こと 

・身近な豊中の自然に関する内容と、最近の専門的な研究内容と、両方をバランスよ

くテーマに盛り込むことを心がけて実施しました。 

課題や今後の 

方向性 

・ここ数年は参加者数が減少傾向にあるため、新たな広がりを作っていくことをめざ

して多様な参加が得られるように、市民だけでなく当団体の関係者や事業者、行政

関係者などにも PR を行います。 
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事業名 ⑤自然ふしぎ発見クラブ 

関連する行動提案 １７・４８・４９・５１・５２・５５・５８・５９ 

内容の説明 

実際に豊中の自然にふれあい、五感を使った自然体験の場として開催しました。豊中

市内の緑地や公園などで、竹の地下茎、ビオトープ、セミの羽化、バッタ、里地探訪、

春の七草といった身近な自然をテーマに行いました。 

当団体の強み 

・長期間にわたり、自然ふしぎ発見クラブを開催してきた実績があります。 

・当団体の自然部会で活動する自然環境に詳しい市民等が主体となって開催していま

す。 

実施状況 

 

実施日 テーマ 場所 
参加者数 スタッ

フ数 子ども おとな 

4 月 19 日（土） 

10:00～12:00 

竹のふしぎ発見と地

下茎の観察 

千里中央公

園 
27 人 27 人 5 人 

6 月 22 日（日） 

10:00～12:00 

ふれあい緑地ビオト

ープ生き物調べ 

ふれあい緑

地 
21 人 14 人 4 人 

7 月 26 日（土） 

18:30～20:30 

公園でセミの羽化観

察会 

千里中央公

園 
17 人 16 人 3 人 

9 月 27 日（土） 

10:00～12:00 

バッタなど秋の虫観

察会 
服部緑地 11 人 12 人 6 人 

1 月 10 日（土） 

10:00～12:00 

大門公園で自然観察

と春の七草写真展 

くらしかん

～大門公園 
5 人 6 人 4 人 

2 月 21 日（土） 

10:00～12:00 

萩の寺公園で自然観

察と草木染め 

センター～

萩の寺公園 
5 人 4 人 4 人 

合計 6 回 86 人 79 人 26 人 

※当団体の自然部会が実施（スタッフ数は自然部会の担当者の人数） 

※2 月 21 日の参加者は来館者でカウント 

 

 

 

 

 

 

 

 

成果や工夫した

こと 

・2024 年度までは、歴史と自然をテーマにしたまち歩きの近くも盛り込んでいまし

たが、小学生の関心が低かったため、草木染めなどの別テーマに変更しました。 

課題や今後の 

方向性 

・新たな広がりを作っていくことをめざして、参加者の少なかったテーマを見直し、

参加希望の多いテーマを中心に開催します。 
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事業名 ⑥身近な生き物調査 

関連する行動提案 １９・４８・５６ 

内容の説明 

自然に関心のある市民を調査員として募集し、市民による豊中市内の自然調査を実施

しました。2025 年度は、一番身近な野鳥である「スズメ」をテーマに、豊中市内全

域で期間を定めて生息分布を調査しました。また、調査員である当団体のボランティ

アメンバーなどが中心となって調査結果を集計し、調査冊子を作成するとともに、市

民向けの報告会を開催しました。 

当団体の強み 

・長期間にわたり、身近な生き物調査を開催してきた実績があります。 

・当団体の自然部会が市民調査員を募集し、関心のある市民等が主体となって実施し

ています。 

実施状況 

調査期間：2025 年 5 月～12 月 

調査方法：市内全域を 33 メッシュに区分し、担当調査員がスズメの確認地点を地

図上に記入 

調査員数：27 人 

まとめ冊子：A4 版 32 ページ 

実施日 内容 場所 
参加者

数 

4 月 17 日（木）～ 

5 月 9 日（金） 
事前打合せ・準備（2 回） 環境交流センター 11 人 

5 月 11 日（日） 調査説明会 中央公民館 27 人 

5 月 12 日（月）～ 

12 月 31 日（水） 
調査期間 市内全域 27 人 

9 月 10 日（水）～ 

3 月 13 日（金） 

調査結果まとめ作業、編集会

議、冊子作成（15 回） 
環境交流センター 89 人 

3 月 14 日（土） 調査報告会 環境交流センター 27 人 

合計 20 回 181 人 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

成果や工夫した

こと 

・より多くの市民が調査に関心を持ち、参加してもらえるように、環境に興味がない

人でも知っている「スズメ」をテーマにしました。 

・調査員数としては 2024 年度の 22 人から微増でしたが、テーマをスズメにした効果

として、小学生と保護者といった親子での参加が複数ありました。 

・夏は猛暑であったことから、無理して調査を実施しないように、各参加者に呼びか



-63- 

けました。 

・調査した参加者からは、調査をきっかけに散歩に出る機会が増えた、自宅の植木も

大切にしないといけないと感じたなどの感想が寄せられました。 

課題や今後の 

方向性 

・主体的なアクションとして多くの市民に調査へ参加してもらうことができるよう、

調査員の募集期間を長く確保するとともに広く PR します。 
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事業名 ⑦自然環境の保全活動 

関連する行動提案 １３・４７・４８・５０・５１・５２・５８・５９ 

内容の説明 

豊中市内に残された豊かな自然環境を残していくため、地域で取り組まれている保全

活動を施設の事業とすることで、広く市民にも参加を呼びかけ、体験を通して自然保

全への理解を深めました。豊中の里地探訪として歴史と自然環境を知る企画や、猪名

川自然林での保全活動の体験を行いました。 

当団体の強み 

・長期間にわたり、自然保全活動や自然に関するまち歩き等を開催してきた実績があ

ります。 

・当団体の自然部会で活動する自然環境に詳しい市民等が主体となって開催していま

す。 

実施状況 

 

実施日 内容 場所 
参加者

数 

スタッ

フ数 

11 月 27 日（木） 
猪名川自然林の手入れと自

然観察 
猪名川自然林 1 人 7 人 

3 月 17 日（火） 

豊中の里地探訪「豊南町の大

木クスノキとその周辺を訪

ねて」 

庄内駅～神崎

川～豊南町 
16 人 4 人 

合計 2 回 17 人 11 人 

※猪名川自然林は、11 月 25 日（火）に実施予定であったが、雨天のため延期 

※当団体の自然部会が実施（スタッフ数は自然部会の担当者の人数） 

 

 

 

 

 

 

 

 

成果や工夫した

こと 

・猪名川自然林の参加者が少ないため、とよなか市民環境展の自然部会のブースでも

来場者に呼びかけ、関心を持った方に当日参加をしてもらうことができました。 

課題や今後の 

方向性 

・立地的に猪名川自然林の参加者が少ないことから、新たな広がりを作っていくこと

をめざして、会場周辺地域への周知などについて検討を行います。 
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事業名 ⑧暮らしやモノを考える講座 

関連する行動提案 ３・１２・１４・２３・３５ 

内容の説明 

家庭の暮らしにつながる講座として、2025 年度は整理収納・みどりのカーテンの 2

つを実施しました。 

整理収納は、自分のくらしにおける生活用品の適量を把握し、モノの手放し方を学ぶ

機会とし、情報交換を通して主体的に学びあう場（サークル）を提供しました。半年

間の連続講座として実施するとともに、サークルの卒業生を対象とした同窓会を継続

しました。 

みどりのカーテンは、緑化による省エネの推進として、花とみどりの相談所や豊中緑

化リーダー会と連携し、ゴーヤの栽培に関する講習会を開催しました。 

当団体の強み 
・整理収納の講師（整理収納アドバイザー）とは、指定管理事業以前から市の委託事

業に協力いただくなどの関わりがありました。 

実施状況 

【整理収納サークル】 

月日 内容 講師 参加者数 講師数 

5 月 21 日 

上半期 

（連続講座） 

尾山敬子さん 

龍田美穂さん 

（整理収納アドバイ

ザー） 

5 人 2 人 

6 月 18 日 4 人 2 人 

7 月 16 日 3 人 2 人 

9 月 18 日 3 人 2 人 

10 月 16 日 4 人 2 人 

11 月 19 日 

下半期 

（連続講座） 

6 人 2 人 

12 月 17 日 5 人 2 人 

1 月 21 日 5 人 1 人 

2 月 18 日 6 人 2 人 

3 月 18 日 5 人 1 人 

8 月 20 日 同窓会 8 人 2 人 

合計 11 回 54 人 20 人 

※いずれも水曜の 10:00～12:00（初回のみ 9:30～）で実施 

※2025 年度は一時保育の希望者がいなかった 

 

【みどりのカーテン】 

日時 内容 講師 参加者数 

5 月 27 日（火） 

10:00～11:30 

ゴーヤで緑のカーテン

作り 
豊中緑化リーダー会 21 人 

※参加者数に講師も含む 
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成果や工夫した

こと 

・整理収納サークルは、講師からの要望を受けて、2026 年度以降の講座のあり方に

ついて検討し、次年度は単発の講座に変更することにしました。その一環として、

整理収納サークルの参加者に単発講座のテーマについて希望を聞いたところ、スマ

ホなどのデータの整理、終活、衣類の整理、子ども部屋の整理などの意見が出まし

た。 

課題や今後の 

方向性 

・新たな広がりを作っていくことをめざして、整理収納では単発の講座に変更すると

ともに、テーマ設定や募集方法についても検討・実施します。 
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事業名 ⑨アップサイクル体験講座 

関連する行動提案 ３・３５・３７ 

内容の説明 

家庭の不用品や身近な材料を利用し、暮らしを便利にするようなアップサイクルの講

座を開催しています。2025 年度は、牛乳パックを使った紙すきではがき作りを行い

ました。 

当団体の強み 

・当団体の会員によるリサイクル講座のノウハウをこれまで活用してきました。 

・他団体との連携事業の中で、「若者居場所工房ぐーてん」（NPO法人 ZUTTO）に紙

すきの講師を依頼していましたが、その後にぐーてんから紙すきの道具一式を引き

継ぎ、本事業で活用しています。 

実施状況 

 

日時 内容 講師 参加者数 

7 月 19 日（土） 

10:00～11:30 

13:30～15:00 

紙すきではがき作り 当団体職員 44 人 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

成果や工夫した

こと 

・夏休みのイベントのチラシを近隣の小学校に配布したことで、定員を超える申込み

がありました。 

・アップサイクル（リサイクル）を実感してもらうため、開催時間を長くして、紙す

きの体験だけでなく、その前のパルプを作るところの体験も取り入れました。 

・パルプ作りの体験について、アンケートを通して参加者の満足度が高かったことが

わかり、アップサイクル（リサイクル）の実感が深めてもらうことができました。 

課題や今後の 

方向性 

・2024 年度に続き、2025 年度も紙すき以外にアップサイクルの講座を実施すること

ができませんでした。講座に適当な講師を見つけることが難しく、この事業の実施

も見直すことが必要です。 
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事業名 ⑪SDGs をテーマとした連続講座 

関連する行動提案 １・２・８・１９ 

内容の説明 

SDGs の推進を目的に、連続講座として開催しました。講座では、地域で活躍するキ

ーパーソンへのヒアリングやまち歩きなどを通して、SDGs につながる地域の多様な

魅力や資源を知るとともに、参加者に講座への参加を通して SDGs につながる気づき

を得てもらう機会としました。また、参加者が SDGs の取組みを実践する新たな担い

手となっていくことも視野に入れて実施しました。実施に際しては、NPO 法人とよ

なか ESD ネットワークと連携して開催しました。 

当団体の強み 

・ESDとよなか連絡会議の構成メンバーとして、以前から ESD について取組みを継

続しており、SDGs の講座についても ESD の取組みのネットワークを活かした実

施ができます。 

実施状況 

2023 年度は服部天神駅周辺、2024 年度は豊中駅周辺と庄内駅周辺で実施したことを

踏まえて、2025 年度は曽根駅周辺と蛍池駅周辺で実施しました。 

日時 内容 場所 
参加者

数 

スタッ

フ数 

マチカ

ネポイ

ント付

与 

6 月 29 日（日） 

13:00～16:00 地元を極め隊！

～曽根駅編～ 

環境交流セ

ンター 
7 人 5 人 4 人 

7 月 6 日（日） 

13:00～16:00 

GOLDEN 

GATE 
6 人 4 人 4 人 

1 月 25 日（日） 

13:00～16:00 地元を極め隊！

～蛍池駅編～ 

蛍池公民館 7 人 5 人 6 人 

2 月 1 日（日） 

13:00～16:00 
THE HuB 7 人 3 人 6 人 

合計 4 回 27 人 17 人 20 人 

※スタッフ数はゲストや協力団体の関係者を含む 

※6 月 29 日は施設外の参加人数 1 人のみを館外にカウント 

 

 

 

 

 

 

 

 

成果や工夫した

こと 

・タイトルだけでは内容が伝わりにくいため、当団体や協力団体で参加者の確保に取

り組み、2025 年度は新しい参加者を中心に実施することができました。 

課題や今後の 

方向性 

・各テーマのまとめについて検討し、地域の資源の見える化をめざします。 
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事業名 ⑫ぴったんこ隊 

関連する行動提案 ２・３・１７・１９・２２・２５・２６・３８・４３・４４・４５・４６・６３ 

内容の説明 

小学 1 年生～4 年生を対象に、世界や地域の環境問題をテーマとした、参加・体験型

の連続講座を実施しました。講座は大阪大学環境サークル GECS が主体となってプロ

グラムを実施し、センターは広報や参加者、見学先などとの調整を担いました。また、

講座の開催を通じて、大学生の環境活動の場を提供し、助言などを通して大学生の成

長を支援しました。夏休みと春休みに 3 日程度の連続講座として実施するとともに、

過去の参加者を対象とした同窓会企画も実施しました。 

当団体の強み 

・センター以外のフィールドや施設等で体験実施をする場合、当団体のネットワーク

を活かして相手先を決めて、依頼・協力を得ることができます。 

・これまでのぴったんこ隊の実績を踏まえて、大学生に助言等ができます。 

実施状況 

 

日時 テーマ 内容 場所 
参加者

数 

スタッ

フ数 

8 月 9 日（土） 

14:00～16:00 

エネル

ギー 

エネルギー資源と

その未来 

環境交流セ

ンター 

24 人 20 人 

8 月 10 日（日） 

13:00～16:00 

未来のエネルギー

すごろく 
24 人 21 人 

8 月 11 日（祝） 

14:00～16:00 

地球にやさしいエ

ネルギー 
24 人 20 人 

11 月 8 日（土） 

11:00～13:00 
同窓会 

とよっぴー農園で

収穫体験 

緑と食品の

リサイクル

プラザ 

14 人 20 人 

3 月 27 日（金） 

14:00～16:00 

海 

海って何？海の現

状と課題 

環境交流セ

ンター 

18 人 19 人 

3 月 28 日（土） 

14:00～16:00 

海のごみについて

知ろう 
19 人 16 人 

3 月 29 日（日） 

14:00～16:00 

海の未来と暮らし

を考えよう 
18 人 20 人 

合計 7 回 128人 136人 

※参加者数は小学生の参加人数（見学の保護者は含まない） 

スタッフ数は大学生の参加人数（外部の講師がいる場合は講師も含む） 

※11 月 8 日は集合・解散時にセンターを利用していない 22 人を館外に含んでいる 
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成果や工夫した

こと 

・テーマはいずれも大学生の要望をもとに設定し、同窓会では収穫体験をしたいとい

う大学生の希望を踏まえて、当団体のプロジェクトである花と緑のネットワークの

協力を得て実施しました。 

・1 日ごとに終了後に参加した大学生と一緒に振り返りを行い、取組みの反省と今後

に向けた対応や改善策を検討・実施しました。 

・センターでは会場後方で保護者が見学できるようにし、屋外の開催では後日にセン

ターのブログで開催報告を行いました。 

・保護者へのアンケートから「知らない環境が苦手な息子ですが、取組内容や人員体

制が整っていて、早く明日にならないかなぁと楽しく過ごしていました」「子ども 1

人に大学生 1 人付いてくださり、手厚いサポートでした」「参加前までは本人は乗

り気ではなかったのですが、初日に夏も参加したいと言うほど楽しかったみたいで

す」といった感想が寄せられました。 

課題や今後の 

方向性 

・小学生と大学生が一緒に主体的なアクションを推進していくにあたり、参加者の保

護者のアンケートが集まりにくい課題があるため、参加者や保護者からの意見聴取

の方法について検討します。 
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事業名 ⑬ジャガイモの栽培・収穫とコロッケ作り 

関連する行動提案 １１・４１・４４・４６ 

内容の説明 

小学生とその保護者を対象にした参加・体験型の連続講座で、ジャガイモの植え付

け・手入れ・収穫を体験し、収穫したジャガイモを使って無添加のコロッケ作りを行

いました。コロッケ作りは、当団体会員で 2021 年度に豊中エコ市民賞を受賞したコ

ロッケ専門メーカー、合同食品（株）の協力を得て、同社のキッチンスタジオにて実

施し、この事業への参加を通して、食の安全安心と地産地消への理解を深める機会と

しました。 

当団体の強み 

・当団体の花と緑のネットワークは、NPO 法人花と緑のネットワークとよなかとし

て、緑と食品のリサイクルプラザの見学対応や同プラザ内にある、とよっぴー農園

の活動、野菜の栽培講習会等を行っているメンバーがおり、同プラザや農園を活用

した農体験や食育の講座を実施できます。 

・合同食品（株）は無添加コロッケの製造・販売をしており、当団体の会員としてこ

れまでも当団体の事業にて食の安全性や有機栽培に関する講演など行ってきまし

た。 

実施状況 

 

月日 内容 場所 
参加者

数 

スタッ

フ数 

9 月 20 日（土） 

10:00～11:30 
種芋植付け体験 

緑と食品のリサイク

ルプラザ 
14 人 4 人 

11 月 1 日（土） 

10:00～11:30 

とよっぴー製造見学

と畑の手入れ 

緑と食品のリサイク

ルプラザ 
14 人 3 人 

12 月 13 日（土） 

10:00～13:30 

ジャガイモ収穫とコ

ロッケ作り体験 

緑と食品のリサイク

ルプラザ～合同食品 
16 人  8 人 

合計 3 回 44 人  15 人 

※スタッフ数は花と緑のネットワークのメンバー、合同食品の関係者などを含む 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

成果や工夫した

こと 

・2024 年度はじゃがいもの成長に課題があったため、2025 年度は実施時期を遅らせ

たことで、コロッケ作りに十分なじゃがいもを収穫できました。 

・参加者アンケートから「収穫の喜び、食べ物を作る・食べることにより改めて感謝

の気持ちをもった」といった回答がありました。 

課題や今後の 

方向性 

・ジャガイモを栽培する緑と食品のリサイクルプラザの敷地内の農園の工事が見込ま

れるため、2026 年度は実施しないこととします。 
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事業名 ⑭能勢町での里山体験イベント 

関連する行動提案 １７・１９・４９・５２ 

内容の説明 

豊中市内の子ども、または親子を対象とし、豊中市が森林環境保全に関する自治体間

連携協定を締結した能勢町での里山体験を実施しました。豊中市青少年野外活動セン

ターわっぱる（能勢町）を活用し、わっぱるの指定管理者である豊中市青少年野外活

動協会と連携した日帰りの企画を開催しました。大阪大学環境サークル GECS にも協

力を得て、小学生の野外活動の安全管理を行いました。 

当団体の強み 
・これまでのぴったんこ隊の経験を活かしたプログラムの実施ができます。 

 

実施状況 

 

日時 内容 場所 
参加者

数 

スタッ

フ数 

11 月 29 日（土） 

8:45～17:30 

わっぱるの森で自然

体験 

青少年野外活動セ

ンターわっぱる 
24 人 20 人 

※参加者数は小学生、スタッフ数は大学生 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

成果や工夫した

こと 

・前年度の振り返りで出た意見を踏まえて、事前に大学生と一緒にわっぱるへ下見や

打合せに行き、内容の見直しや改善等を行いました。その結果、間伐する木（ヒサ

カキ）の選び方をもう少し詳しく教える、間伐後の休憩時間をもう少し長めに取る

といった対応を行いました。 

・申込・当選後の保護者との調整から、「早くから参加を楽しみにしている」といっ

た声が寄せられました。 

課題や今後の 

方向性 

・小学生が主体的なアクションを推進していくにあたり、参加者の保護者のアンケー

トが集まりにくい課題があるため、参加者や保護者からの意見聴取の方法について

検討します。 
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事業名 ⑮能勢産材を使った物品の展示 

関連する行動提案 ３・１０・２０ 

内容の説明 

森林環境保全に関する協定締結自治体との協定に基づく、木材利用の促進を図りまし

た。豊中市が協定締結自治体の能勢産材であるテーブルやおもちゃ等を施設内に順次

導入しているため、2025 年度も引き続きセンターの来館者に木材製品を PR する掲

示を行いました。 

また、協定締結先の自治体から豊中市へ提供された木材を使った物品等について、施

設の取組みの中で参加者に提供し、木材利用の促進を PR していきます。2025 年度

は甲府市から提供された木製の新生児用ラトルを、子ども服リユースの参加者等に配

布しました。 

当団体の強み ・当団体の会員で木工関係の修繕ができるメンバーがいます。 

実施状況 

【能勢産材を使った木材製品の PR】 

2024 年度に作成した能勢産材の掲示物を見て、展示スペースに置いている丸形のテ

ーブルを家庭用に発注したいという問合せが 1 件あり、このテーブルを作成した大阪

府森林組合能勢支部を紹介しました。 

キッズコーナーで使用している能勢産材の木馬と子ども用椅子について、「能勢産材」

と印字された他の木材製品にあわせたロゴシールを作成・添付しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

また、キッズコーナーに設置している能勢産材のままごとキッチンの扉が壊れやす

く、当団体で修理しました。 

 

【木製の新生児用ラトルの配布】 

甲府市から提供された木製の新生児用ラトル 200 個を子ども服リユースの参加者等

に配布しました。 

月日 行事名 配布数 

6 月 10 日（火） 4 か月健診（コラボ） 7 個 

6 月 26 日（木） 4 か月健診（ショコラ） 48 個 

7 月 2 日（水） 東豊中図書館 13 個 

7 月 24 日（木） 4 か月健診（ショコラ） 16 個 

8 月 7 日（木） 4 か月健診（ショコラ） 1 個 

9 月 2 日（火） 岡町図書館 11 個 

9 月 25 日（木） 4 か月健診（ショコラ） 14 個 

10 月 23 日（木） 野畑図書館 4 個 

11 月 27 日（木） 4 か月健診（ショコラ） 24 個 
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12 月 6 日（土） みんなあつまれわくわくランド 15 個 

3 月 8 日（日） 親子ぐるぐるフェス 5 個 

3 月 12 日（木） 4 か月健診（ショコラ） 42 個 

合計 12 回 200 個 

※12 月 6 日と 3 月 12 日はそれぞれ破損 1 個を含む（破損分は市へ返却） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

成果や工夫した

こと 

・2024 年度から納品済みの能勢産材の木材製品についても、追加で「能勢材木」の

マークを印字してもらうことを開始しましたが、形状の問題で印字ができなかった

木材製品にも同様のロゴを貼ることができました。 

・木製の新生児用ラトルは、より使ってもらえる人に渡せるように、各行事に乳幼児

連れで参加している方に個別に声かけして配布しました。 

課題や今後の 

方向性 

・（２）⑭施設内での情報提供における施設全体の表示の統一性にあわせた PR を行

います。 
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（４）地球環境の保全等に関する会議、研修、催し等へのセンターの施設の提供 

センター条例に基づき、地球環境の保全等を推進するため、市民・団体等に対して会議室等の貸出を

行うことにより、市民・団体等の環境活動を支援しました。 

なお、2021 年度からは豊中市の公共施設予約システムを導入しており、引き続き公共施設予約シス

テムの運用を通して、会議室等の利用者への対応を行いました。 

 

事業名 ①施設でのイベント掲示板の設置 

関連する行動提案 ３ 

内容の説明 
センターを利用して市民や団体が実施する環境イベント等について、チラシ等を貼る

ことができる専用の掲示板を設置しています。 

当団体の強み ・特になし。 

実施状況 

イベント掲示板にポスターを掲示し、来館者への PR を促進しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

成果や工夫した

こと 

・チラシやポスターの対応を担当する職員が中心となり、適切にイベント掲示板を活

用しました。 

課題や今後の 

方向性 

・（２）⑭施設内での情報提供における施設全体の表示の統一性にあわせた PR を行

います。 
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事業名 ②コピー、大型プリンター等の利用 

関連する行動提案 ３ 

内容の説明 

コピー、大型プリンター、印刷機の利用を有料で、また紙折り機の利用は無料で提供

しました。コピーは、打合せや貸室の利便性向上を主たる目的とします。大型プリン

ターや印刷機、紙折り機は、環境活動のサポートはもとより、地域の多様な取組みに

利用することができるため、施設への来館のきっかけとしても活用しました。 

当団体の強み 
・当団体の職員で、過去に他施設でコピー、大型プリンター、印刷機の市民サービス

を対応していた者がいます。 

実施状況 

2025 年度は、2024 年度と比べて、いずれも利用件数が減少しました（コピー95 件→

79 件、大型プリンター42 件→33 件、印刷機 40 件→35 件）。 

 

【コピー】 

4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 11 月 12 月 1 月 2 月 3 月 計 

8 件 9 件 10 件 4 件 4 件 8 件 7 件 5 件 7 件 7 件 8 件 2 件 79 件 

 

【大型プリンター】 

4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 11 月 12 月 1 月 2 月 3 月 計 

2 件 2 件 3 件 1 件 3 件 3 件 3 件 7 件 1 件 1 件 3 件 4 件 33 件 

 

【印刷機】 

4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 11 月 12 月 1 月 2 月 3 月 計 

3 件 1 件 5 件 4 件 0 件 5 件 1 件 1 件 3 件 5 件 3 件 4 件 35 件 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

成果や工夫した

こと 

・これまではコピー、大型プリント、印刷機などの案内を個々に掲示していましたが、

雑多な印象を与えてしまっていたため、他のサービスと合わせて 1 つの掲示物を作

成し、館内の他の掲示物ともデザインを統一しました。 

課題や今後の 

方向性 

・（２）⑭施設内での情報提供における施設全体の表示の統一性にあわせた PR を行

います。 
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事業名 ③打合せなどに伴う物品の貸出し 

関連する行動提案 ３・３８ 

内容の説明 

ロビーや会議室で打合せや作業を行う際、円滑に進めることができるように、関連す

る物品などを提供しました。 

・裁断機 

・ラミネーター（ラミネートフィルムは有料） 

・貸傘 

・リユースカップ（会議室の利用時など） 

当団体の強み 
・もともとつながりがあった「そね 21 の会」と連携し、貸傘は曽根駅前のお弁当屋

の横のスペースでも返却可能としています。 

実施状況 

頻度は多くないものの、いずれも来館者による利用がありました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

成果や工夫した

こと 

・これまでは貸出し品などの案内表示を個々に掲示していましたが、雑多な印象を与

えてしまっていたため、他のサービスと合わせて 1 つの掲示物を作成し、館内の他

の掲示物ともデザインを統一しました。 

課題や今後の 

方向性 

・認知度が低いため、来館者や貸室利用者に対して PR の機会を増やします。 
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（５）その他 

 

事業名 ①回収拠点 

関連する行動提案 １・３・３７ 

内容の説明 

リユース・リサイクルのための回収拠点として、以下の物品を回収します。ペットボ

トルから蛍光灯、電池類までは豊中市が設置する回収ボックスによる取組みとして実

施し、傘はそね 21 の会と、ベルマークは南桜塚小学校 PTA と連携により回収したも

のを提供しました。 

当団体の強み 
・以前からそね 21 の会とのつながりがあり、南桜塚小学校 PTA は当団体の会員の仲

介により連携を開始しました。 

実施状況 

 

回収品 対応 

ペットボトル 豊中市の委託先が週 2 回程度回収 

小型家電 豊中市が 2 週間に 1 回程度回収 

水銀使用廃製品 豊中市が 2 週間に 1 回程度回収 

使用済みインクカ

ートリッジ 

豊中市のインクカートリッジ里帰りプロジェクトとして実施 

7 月 23 日（水）、12 月 23 日（火）に各 1 箱を回収先へ送付 

傘（貸傘用） 貸し傘用として利用 

ベルマーク 

回収したベルマークを地域へ提供 

6 月 25 日（水）、9 月 4 日（木）、10 月 17 日（金）、 

11 月 15 日（土）、12 月 16 日（火）に南桜塚小 PTA へ提供 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

成果や工夫した

こと 

・センターでの回収品・配布物をまとめた掲示物を作成しました。自動扉付近の回収

コーナーに掲示し、受付や展示スペースまで入らない来館者の目にも止まるように

しました。 

課題や今後の 

方向性 

・センターのおしらせや SNS など、これまでにあまり活用していなかった媒体でも

PR を行っていきます。 

 



-79- 

○当初の事業計画以外の取組み 

年度当初の事業計画では予定していませんでしたが、事業者と連携して、事業者で余ったカレンダーの

無料配布を行いました。 

期間 内容 提供 

1 月 30 日（金）～ 

2 月 4 日（木） 
カレンダーの無料配布 約 130 点 ネッツトヨタニューリー北大阪 

 

○市が地球環境の保全等の推進のために、センターの利用による事業の実施が効果的であると判断した

取組み 

期間 内容 対応など 

10 月 1 日（水）～ 

31 日（金） 

大阪府が実施するサステナ

ブルファッション（環境省

モデル事業）への協力とし

て、減量計画課がセンター

へ回収ボックスを設置 

・子ども服リユースの常設拠点とのすみ分けを

はかるため、回収ボックスの設置場所を離す 

・大阪府の回収ボックスへは原則として大人服

のみを入れることと整理 

・実施期間中は、来館者からの質問等への対応

や、回収ボックスがいっぱいになった際に減

量計画課への連絡（設置期間の途中に減量計

画課が回収に来たのは 2 回） 
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５．施設の利用状況 

 

 センターの 2025 年度の利用者数（センターの来館者数＋センター外での行事等の参加者数＋オンラ

インでの行事等の参加者数）は 23,486 人で、確保すべきサービスレベルの 17,000 人を大きく上回って

いますが、2024 年度の 24,044 人より 558 人減少しました。内訳は、来館者数が 19,027 人、センター

外での行事等の参加者数 4,459 人、オンラインでの行事等の参加者数 0 人（実施なし）で、2024 年度

と比べると来館者数が 1,054 人増加した一方で、行事等の参加者数は 1,612 人減少しました。 

 2025 年度の稼働率は 58.7％で、確保すべきサービスレベルの 44％を大きく上回っていますが、2024

年度の 62.6％より減少しました。内訳は、会議室１（68.7％→55.2％）・会議室２（52.4％→53.6％）・

展示スペース（66.8％→67.2％）となっており、会議室１の利用が 13％以上も減少しました。 

 2025 年度の会議室の利用件数は 405 件で、うち備品の利用は 117 件でした。2024 年度は利用件数が

452 件、備品が 129 件であったことから、それぞれ減少しました。 

 2025 年度の会議室等の収入実績は 21 件、合計 30,000 円でした。2024 年度は 30 件、合計 76,200 円

であったことから、件数・金額ともに大幅に減少しました。 

 

①利用者数（来館者数・館外及び WEB 行事等の参加者数） 

 来館者数 
イベント参加人数 

合計 
（参考） 

昨年度 館外 WEB 

4 月 1,577 人 102 人 0 人 1,679 人 3,430 人 

5 月 1,357 人 635 人 0 人 1,992 人 1,562 人 

6 月 1,515 人 761 人 0 人 2,276 人 1,746 人 

7 月 1,383 人 556 人 0 人 1,939 人 2,047 人 

8 月 1,885 人 107 人 0 人 1,992 人 2,299 人 

9 月 1,404 人 725 人 0 人 2,129 人 2,002 人 

10 月 1,582 人 737 人 0 人 2,319 人 2,304 人 

11 月 1,725 人 349 人 0 人 2,074 人 1,720 人 

12 月 1,865 人 212 人 0 人 2,077 人 1,806 人 

1 月 1,275 人 41 人 0 人 1,316 人 1,524 人 

2 月 1,529 人 95 人 0 人 1,624 人 1,657 人 

3 月 1,930 人 139 人 0 人 2,069 人 1,947 人 

年度通算 19,027 人 4,459 人 0 人 23,486 人 24,044 人 
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②来館者数 

 一般 
会議室等利用 

合計 
（参考） 

昨年度 環境目的 環境目的以外 

4 月 1,161 人 410 人 6 人 1,577 人 1,202 人 

5 月 1,069 人 257 人 31 人 1,357 人 1,517 人 

6 月 887 人 616 人 12 人 1,515 人 1,697 人 

7 月 1,015 人 361 人 7 人 1,383 人 1,451 人 

8 月 1,318 人 562 人 5 人 1,885 人 1,724 人 

9 月 1,072 人 332 人 0 人 1,404 人 1,266 人 

10 月 1,204 人 344 人 34 人 1,582 人 1,567 人 

11 月 1,092 人 633 人 0 人 1,725 人 1,342 人 

12 月 977 人 831 人 57 人 1,865 人 1,588 人 

1 月 963 人 278 人 34 人 1,275 人 1,393 人 

2 月 1,116 人 413 人 0 人 1,529 人 1,530 人 

3 月 1,215 人 710 人 5 人 1,930 人 1,696 人 

年度通算 13,089 人 5,747 人 191 人 19,027 人 17,973 人 

 

③館外及び WEB 行事等の参加者数 

事業名等 区分 人数 備考 

リユースコーナー 館外 13 人 
1 回（センター外での実施分で子ども

服との重複を除いた分のみ） 

不用品交換コミュニティボードの運営 館外 12 人 年間（センター外での実施分のみ） 

自然工作 館外 6 人 1 回（センター外での実施分のみ） 

子ども服の回収・配布（イベント） 館外 3,595 人 16 回（センター外での実施分のみ） 

子ども服の回収・配布（コープ桜塚） 館外 41 人 6 日（カウントできた人数のみ） 

出張回収コーナー 館外 125 人 3 回 

地域イベント等での施設 PR 館外 90 人 27 回 

自然観察会 館外 131 人 4 回 

自然学習講座 館外 55 人 3 回 

自然ふしぎ発見クラブ 館外 178 人 5 回（センター外での実施分のみ） 

身近な生き物調査 館外 27 人 1 回（説明会のみ） 

自然環境の保全活動 館外 28 人 2 回 

SDGs をテーマとした連続講座 館外 33 人 4 回（センター外の人数のみ） 

ぴったんこ隊 館外 22 人 1 回（センター外の人数のみ） 

ジャガイモの栽培・収穫とコロッケ作り 館外 59 人 3 回 

能勢町での里山体験イベント 館外 44 人 1 回 

合計 館外 4,459 人  

※内容はすべて「３．管理運営業務の実施状況」に記載 
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④貸室の稼働率 

 会議室１ 会議室２ 
展示 

スペース 
施設全体 

（参考） 

昨年度 

4 月 42.3％ 65.4％ 100.0％ 69.2％ 42.7％ 

5 月 48.1％ 51.9％ 29.6％ 43.2％ 70.4％ 

6 月 76.0％ 64.0％ 84.0％ 74.7％ 75.6％ 

7 月 48.1％ 59.3％ 100.0％ 69.1％ 73.1％ 

8 月 59.3％ 44.4％ 77.8％ 60.5％ 63.0％ 

9 月 52.0％ 40.0％ 4.0％ 32.0％ 65.3％ 

10 月 48.1％ 48.1％ 7.4％ 34.6％ 67.9％ 

11 月 84.6％ 46.2％ 84.6％ 71.8％ 47.4％ 

12 月 54.2％ 58.3％ 95.8％ 69.4％ 56.9％ 

1 月 41.7％ 45.8％ 50.0％ 45.8％ 58.3％ 

2 月 45.8％ 58.3％ 95.8％ 66.7％ 76.4％ 

3 月 61.5％ 61.5％ 80.8％ 67.9％ 53.8％ 

年度通算 55.2％ 53.6％ 67.2％ 58.7％ 62.6％ 

 

⑤会議室等の利用状況 

月 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 合計 

合計 31 33 40 36 33 28 31 38 34 27 33 41 405件 

貸室 31 33 40 36 33 28 31 38 34 27 33 41 405件 

指定 10 9 11 15 15 8 8 10 13 14 19 24 156件 

自主 0 1 0 0 0 0 1 0 0 0 0 1 3 件 

環境 20 20 25 18 16 20 20 28 20 11 14 15 227件 

環境外 1 3 4 3 2 0 2 0 1 2 0 1 19 件 

備品 5 9 11 8 11 10 8 11 12 9 6 17 117件 

指定 0 2 3 5 6 3 1 4 3 4 2 7 40 件 

自主 0 1 0 0 0 0 1 0 0 0 0 1 3 件 

環境 5 6 8 3 5 7 6 7 9 5 4 9 74 件 

環境外 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 件 
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⑥会議室等の収入実績 

月 
合計 現金 クレジットカード 庁内振替 

件数 金額（円） 件数 金額（円） 件数 金額（円） 件数 金額（円） 

4 月 2 2,700 1 1,800 1 900 0 0 

5 月 5 6,600 5 6,600 0 0 0 0 

6 月 3 3,000 3 3,000 0 0 0 0 

7 月 4 4,400 2 2,300 2 2,100 0 0 

8 月 1 900 0 0 1 900 0 0 

9 月 0 0 0 0 0 0 0 0 

10 月 2 5,300 2 5,300 0 0 0 0 

11 月 0 0 0 0 0 0 0 0 

12 月 1 2,900 0 0 1 2,900 0 0 

1 月 2 2,100 2 2,100 0 0 0 0 

2 月 0 0 0 0 0 0 0 0 

3 月 1 2,100 1 2,100 0 0 0 0 

合計 21 30,000 16 23,200 5 6,800 0 0 

※業務報告書に記載の受付時の実績のため、納付一覧の内容等とは異なる 

※2025 年度は還付請求がなかった 
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６．管理運営業務に係る経費の収支状況 

 

2025 年度 豊中市立環境交流センター指定管理業務 収支決算書 

2025 年 4 月 1 日～2026 年 3 月 31 日 

（単位：円） 

収入 

項目 合計 
１．交流の

場の提供 

２．情報収

集・提供 

３．講座の

開催 
４．その他 施設管理 

指定管理委託料 21,505,000            

事業収入 406,594 71,500 0  191,850 0  143,244 

収入合計 21,911,594           
       

支出 

科目 合計 
１．交流の

場の提供 

２．情報収

集・提供 

３．講座の

開催 
４．その他 施設管理 

人件費 

賃金手当 12,778,912           

通勤交通費 474,360           

事務局補助交通費 18,500      

法定福利費 2,157,558           

退職金共済制度掛金 444,000            

福利厚生費 16,801           

職員研修参加費 0      

賃金等振込手数料 24,915            

人件費計 15,915,046           

事業費 

外注費 1,329,592 0  0  0  0  1,329,592 

備品費 0  0  0  0  0  0  

図書費 28,732  0  28,732  0  0  0  

印刷費 480,063 45,755 40,120 170,255 1,035   222,898 

通信運搬費 428,087 62,645 958 21,004 3,200 340,280 

消耗品費 427,955 166,764 1,237 83,573 5,000 171,381 

旅費交通費 438,490 172,260 0 261,820 4,410 0  

諸謝金 727,400 126,000 0 601,400 0  0  

保険料 32,860 7,200 0 19,800 0  5,860 

賃借料 425,889 100,000 0 20,600 0  305,289 

光熱水費 1,107,850 0  0  0  0  1,107,850 

租税公課 6,400 0  0  0  0  6,400 

雑費 107,245 11,649 372 87,734 0 7,490 

事業費計 5,540,563 692,273 71,419 1,266,186 13,645 3,497,040 

支出小計 21,455,609           

消費税及び地方消費税 995,981           

支出合計 22,451,590      

収支差額 △539,996           
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（参考）施設管理の費用内訳 

内容 科目 金額 備考 

電話代 通信運搬費 135,642   

阪急緊急用専用回線使用料 通信運搬費 33,191  

インターネット利用料 通信運搬費 86,004 プロバイダ、ドメイン 

郵便代 通信運搬費 963   

wifi 利用料 通信運搬費 84,480  

リース代 賃借料 305,289 
印刷機、紙折機、複合機（再リース） 

大型プリンター（再リース） 

コピー代 印刷費 222,898   

消耗品 消耗品費 171,381  

修繕費用 外注費 204,710 男子トイレ水栓、駐輪場側鉄扉建付け 

電気代 光熱水費 1,070,302  

水道代 光熱水費 37,548 

 

保険 保険代 5,860  賠償責任保険 

印紙代等 租税公課 6,400  印紙代、納税証明書等 

清掃委託 外注費 367,290  

ごみ処理委託 外注費 28,952  

機械警備委託 外注費 227,040  

消防用設備保守点検 外注費 66,000  

空調設備保守点検 外注費 319,000  

自動扉保守点検 外注費 116,600  

振込手数料（外注費他） 雑費 7,490  

合計 3,497,040  

 

 

 


